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１ 社会背景と経過 

 

 １）社会背景 

近年、住まい・まちづくりを取り巻く環境は大きく変化しており、今後

の社会情勢を見据えて新たな住宅施策の展開が求められております。この

ため、平成１８年６月に国民の生活の安定の確保及び質の向上を目的とし

て、「住生活基本法※ 48（ 用 語 の 解 説 に つ い て は 資 料 編 44 ペ ー ジ 以 降 に 記 載 ）」が制定されま

した。 

   国においては、法の基本理念にのっとり国民の住生活の安定の確保及び

向上の促進に関する基本的な計画「全国計画※ 47」を定めると規定されて

いることから、平成 18 年 9 月に「全国計画」を策定しました。 

都道府県は、全国計画に即して、都道府県内を対象とした「都道府県計

画」を定めると規定されていることから、千葉県は、平成 19 年 3 月に

「千葉県住生活基本計画」を策定しています。 

また、その後の社会経済情勢等の変化に対応するため平成 23 年 3 月に

全国計画が見直しされるとともに、千葉県計画においても平成 2４年２月

に「第 2 次千葉県住生活基本計画」として、改定されています。このよう

な中にあって、佐倉市は、豊かな市民生活を創造し地域コミュニティ※ 32

を確立するなかで、定住人口の維持・増加を図り、持続可能な佐倉市を構

築するため、住生活基本計画を策定することといたしました。 

このようなことから、当市は、平成 24 年 7 月に委員８名による佐倉市

住生活基本計画策定検討委員会を設置し、住宅情報提供、民間住宅の良質

化、マンション管理等の支援、高齢者※ 26、障害者の居住支援、地域特性

に応じた住宅・住環境づくりなど多角的、横断的に議論を重ね、平成 25

年 12 月に提言書が提出されました。 

本計画は、この提言書に基づき作成したものです。 

 

 ２）佐倉市住生活策定検討委員会の経過 

  第１回 平成 24 年 7 月３日開催 

     議題 会議運営について 

        住生活基本計画について 

        今後のスケジュールについて 

  第２回 平成 24 年８月２日開催 

     議題 県内策定済み市計画概要について 

        佐倉市住生活基本計画の位置付けについて   
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        市内地域別概要について 

  第３回 平成 24 年８月 29 日開催 

     議題 アンケート調査について 

        スケジュールについて 

  第４回 平成 24 年 10 月 31 日開催 

     議題 アンケート調査の結果報告について 

        住生活基本計画の概要版について 

  第５回 平成 24 年 11 月 21 日開催 

     議題 アンケート調査結果の分析について 

        住生活基本計画の概要版について 

  第６回 平成 24 年 12 月 19 日開催 

     議題 住生活基本計画の概要版について 

  第７回 平成 25 年１月 21 日開催 

     議題 住生活基本計画の概要版について 

  第８回 平成 25 年 3 月 27 日開催 

     議題 検討委員会の意見集約版について 

        地区別意見交換会について 

  第９回 平成 25 年 5 月 2 日開催 

     議題 検討委員会意見集約版（案）について 

        地区別意見交換会について 

   平成 25 年５月１１日  佐倉・根郷地区意見交換会 

   平成 25 年５月１８日  和田・弥富地区意見交換会 

   平成 25 年５月２５日  志津地区意見交換会 

   平成 25 年６月 １日  臼井・千代田地区意見交換会 

 

  第 10 回 平成 25 年 11 月 21 日開催 

    議題 地域意見交換会の開催報告について 

       空き家調査中間報告について 

       基本理念について 

       佐倉市住生活基本計画策定検討委員会提言（案）について 

  第 11 回 平成 25 年 12 月 19 日開催 

     議題 佐倉市住生活基本計画策定検討委員会・提言(案)について 

  第 12 回 平成 25 年 12 月 26 日開催 

     佐倉市住生活基本計画策定検討委員会より提言書提出 
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２ 計画の位置付け 

 

 

    国  

  住生活基本計画（全国計画） 

当初：平成 18 年度～平成 27 年度 

変更：平成 23 年度～平成 32 年度 

 

 

国の全国計画に即して、都道府県計画を作成 

 

 

    千葉県  

  千葉県住生活基本計画 

当初：平成 18 年度～平成 27 年度 

改定：平成 23 年度～平成 32 年度 

 

 

  住生活基本法、全国計画、第２次千葉県住生活基本計画の趣旨を踏まえ

つつ、佐倉市第４次総合計画※ 58 や都市マスタープラン※ 75、また各課個別

計画と横断的に整合性を図り 

 

 

    佐倉市  

  佐倉市住生活基本計画 

平成 26 年度～平成 35 年度 
 

 

  を作成する。 
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３ 現状の課題 

 

 １）住宅そのものの課題 

 

   長年にわたり快適な生活を送るためには、居住する住宅そのものの性能

を高めることや、適正な維持管理を行う必要があります。 

   ライフステージ※ 99 の変化、住居の建築年数に応じた住宅の改修・リフ

ォーム※ 103・リノベーション※ 100 を行うことや、地震や火災などの災害へ

の耐久性・予防性を高めるなどの対策が必要ですが、悪質業者によるトラ

ブルが発生するなど、適切な情報提供や相談体制の構築が求められていま

す。 

   また、分譲マンションは複数の所有者がいることから、維持管理に関す

る合意形成が難しく、支援や相談体制の構築が求められています。 

 

 

 

 ２）人と人との課題 

 

   人々が生活を営む地域社会において、隣近所同士の人のつながりを深め、

地域における見守りや助け合い精神を育むことは大変重要です。 

   しかしながら、価値観の多様化からコミュニティの希薄化が問題となっ

ているほか、人口減少、少子高齢社会が進展していくことも相まって地域

のコミュニティ活動が低下傾向にあることが懸念されています。 

   特に、子ども・子育て世帯・高齢者・障害者の方々への日々の暮らしの

サポートは、行政サービスだけでは対応しきれない側面もあり、地域にお

ける助け合い、支え合いの果たす役割は、今後ますます重要性を増してく

るものと考えられます。 

 

 

 

３）居住環境の課題 

 

   子どもから高齢者まで、多様な世代が集まり暮らす地域社会において、

どの世代も暮らしやすいと感じる周辺環境の整備が必要です。 

   保育園待機児童※ 86 数の解消などをはじめとした、様々な子育て支援施
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設の充実が求められているほか、高齢者や障害者も安心して外出できるバ

リアフリー環境の充実なども必要です。 

   また、平常時のみならず、災害発生時など有事の際の安全確保の重要性

も高まっており、災害に強い居住環境の形成が求められています。 

 

 

 

 4）住宅困窮者の課題 

 

   高齢や低所得等を理由とした住宅困窮者の方々や、災害により住宅を失

った方々など、自力で住宅を確保することが困難な方々への対策として、

セーフティネット※ 56 の構築が必要です。 

   この対策として、市営住宅や県営住宅といった、公営住宅の果たす役割

は非常に大きいものがありますが、これらの施設の老朽化やバリアフリー
※79 化への対応など、維持・管理において課題があります。 

   また、公営住宅のみならず民間住宅の活用も視野に入れた、新たな仕組

みの構築を目指すことで、いざという時にも住居を確保できる環境を整備

していく必要があります。 

 

 

 

 5）住宅市場の課題 

 

   平成２０年の住宅・土地統計調査※ 52 において、佐倉市の空き家件数は、

約 8,200 棟となっていますが、今後空き家の件数はますます増加してい

くものと考えられ、住宅は供給過多の状況に陥ることが予測されます。 

   一方で、古いものの価値が見直される傾向にあるほか、複数人で住居を

シェア※ 107 するなど、価値観や住まい方にも多様化が見られるようにな

ってきました。 

   空き家を含めた住宅ストックと、消費者のニーズをマッチング※ 90 させ

るための適切な情報提供の仕組みを構築する必要があります。 

 

 

 

 

5



 

 ６）地域の課題 

 

   本市は、もともと７つの地域が合併して誕生した市であるため、地域ご

とに異なる特色を持っている点が特徴です。都市化の進んでいる地域、歴

史資源の残されている地域、自然環境の豊かな地域など、それぞれで地域

の魅力や課題は異なります。また、同じ地域の中にあっても、鉄道駅から

の距離や造成された時期によっても、魅力や課題は異なります。 

   人口減少と、これに伴う税収の減少が予見される中で、交流人口※ 25・

定住人口の維持、増加を図っていくためには、それぞれの地域特性を把握

し、メリハリのある施策を展開する必要があります。 
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４ 計画の基本理念 

 

 

 

 

 

 

 佐倉市は、奥ゆかしい文化と歴史の香りが満ちた中心市街地、豊かな個性を

育む住宅地、緑豊かな自然など、そこに住まう多様な人々の営みの場として、

豊かな文化を維持し、創造してきました。 

 これらの新･旧の歴史、都市の居住性と自然の緑などの対比から導き出され

共存する自然と文化のまちの豊かさは、佐倉市民の誇りであり、佐倉の財産で

す。 

今の私たちだけでなく、未来の子供たちが誇りと気高さと秀逸性を持てるよ

うに 

 

 

 

・都市と田園の特色をあわせもつ佐倉市の優れた地域の個

性を発展させ環境、コミュニティ、住まいの生活課題を

解決し、ワンランク上の住まいと暮らしを実現しましょ

う。 

 

・安全・安心な生活と景観の美しい環境を作り上げ、思い

やりのあるコミュニティを育てるとともに、価値を持ち

続ける新しい豊かな住まいと暮らしを目指しましょう。 

 

・行政は、市民を見守り経済活力を生み出すとともに、歴

史を継承し、地域の文化と個性を育てます。今の私たち

だけでなく子どもたちの未来を見据えて、市民一体とな

って品格のある都市（まち）をつくりましょう。 

 

 

 

 

限りなき佐倉の未来のために 

活力あふれる品格のある都市（まち）を目指して  
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基本理念を実現するための住まいと暮らしづくりの方向性 

  

 

 

１ 持続可能な住まいと暮らし 

住まいの基礎は、その暮らしと安全･安心であると考えます。これら

を実現するため、市民が慈しみ、そして育ててきた個々の住まいの価値

を維持し、更に増強することが必要です。価値の変わらぬ住まいと暮ら

しづくりを進めます。 

 

 

 

 ２ 温かくぬくもりのある住環境 

    希薄になってきた人と人との関係、共に失いがちな自然と環境への意

識などを大切にし、互いに思いやる精神がある地域生活・コミュニティ、

住まいを取り巻く美しい環境を維持することが必要です。優しく美しい

住環境づくりを進めます。 

 

 

 

 ３ 公共マネジメント※20 による地域文化の創造 

    ワンランク上の住まいを実現するには、各地域が持つ多様な歴史と文

化を支え、未来に向かって活力を創造し、市民が一体となる実効性のあ

る公共のマネジメントが必要です。公共マネジメントによる地域文化の

創造を進めます。 

 

 

 

《 基 本 理 念 》 

未来への第一歩 佐倉の豊かな住まいと暮らし 
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基本理念の実現手法 

 

  １）みんなで協力する豊かな住まいと暮らしの未来づくり（創造の方法） 

  ２）新しい技術と暮らしやすさで生活価値を持続する豊かな住まいづく 

り（住宅） 

  ３）安全・安心で人に優しく美しい環境づくり（環境） 

  ４）人を思いやり他人に親切なコミュニティづくり（コミュニティ） 

  ５）住まいのセーフティネットを整え市民の経済活力を創造する行政 

（マネジメント) 

  ６）アメニティ※ 3 を整え伝統・文化の継承とスポーツなどの新しい文化

が誇りとなる地域づくり（地域） 
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５ 基本方針とその役割 

 

基本方針に基づき、横断的な視点を取り入れ、目標の達成に向けた施策を効

果的にかつ効率的に展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

自治会

《 基 本 理 念 》 

未来への第一歩 佐倉の豊かな住まいと暮らし 

６ つ の 基 本 方 針 

＜ 横断的な視点 ＞ 

住まいと暮らしづくりの 3 つの方向性 

・ 持続可能な住まいと暮らし 

・ 温かくぬくもりのある住環境 

・ 公共マネジメントによる地域文化の創造 

基本方針Ⅰ  価値が持続する住まいづくり 

基本方針Ⅱ  思いやりのあるコミュニティづくり 

基本方針Ⅲ  暮らしやすく美しい居住環境づくり 

基本方針Ⅳ  住まいのセーフティネット 

基本方針Ⅴ  住宅市場の活用 

基本方針Ⅵ  佐倉創造戦略づくり 

10



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  豊かな住まいと暮らしを実現するため、市民、自治会、ＮＰＯ※7 や専門

家、行政、業者が一体となって推進する必要があります。 

 

 

＜施策展開のイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の展開 

豊かな住まいと暮らし 

市 民 

NPO・専門家等 

業 者 行 政 

自治会 
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６ 基本方針ごとの施策体系 

 

 

  基本理念に基づき基本方針を定め、基本方針ごとに目標を定めました。こ

の目標をキーワードとして基本施策の展開を検討しました。 

 

 

 

基本方針Ⅰ 価値が持続する住まいづくり 

～ 新しい技術と暮らしやすい住宅の質を高めます ～ 

 

目標① 安全、安心な住まいづくり 

目標② 環境に配慮したエコの住まいづくり 

目標③ 住宅品質・性能の適正な維持管理 

 

 

 

基本方針Ⅱ 思いやりのあるコミュニティづくり 

～ 人と人とを結ぶことで生活しやすい地域社会をつくります ～ 

 

目標① 高齢者、障害者等が安心して暮らせる仕組みづくり 

目標② 子育て世帯が安心して暮らせる仕組みづくり 

目標③ 活気のある地域づくりとアメニティの向上 

 

 

 

基本方針Ⅲ 暮らしやすく美しい居住環境づくり 

～ 多様な世帯が安心して暮らせる美しい環境を整備します ～ 

 

目標① 災害に強く安全で安心な居住環境の形成 

目標② 景観の美しい住宅市街地の形成 

目標③ だれもが安心できる居住環境の形成 

目標④ 子育て世帯が安心できる居住環境の形成 
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基本方針Ⅳ 住まいのセーフティネット 

～ いざという時にも住宅を供給できる環境を整備します ～ 

 

目標① 住宅困窮者の居住安定確保 

目標② 災害復興等の緊急状況への対応 

 

 

 

基本方針Ⅴ 住宅市場の活用 

～ 人と住居のマッチングする多様な住み方の選択肢を確保します ～ 

 

目標① 住まいを選べる仕組みづくり 

目標② 多様な住まいの流通  

 

 

 

基本方針Ⅵ 佐倉創造戦略づくり 

～ 将来に渡り活力のある佐倉市をめざします ～ 

 

目標① 人口の維持定住化 

目標② 地域ごとの課題解決と地域活性化 

  目標③ 市民協働の住まい向上の取り組み 

 

  

13



 

７ 施策の展開 

 

 

 

 

目標① 安全、安心な住まいづくり 

 

住み慣れた住宅に安全、安心で快適に住み続けるためには、耐震性等の

安全性のほかにも、高齢者や障害者に優しいバリアフリー化、夏期冬期の

室内の快適化促進があげられます。また、新築時において安全、安心な性

能を確保し、長寿命化を図ることは重要な課題です。 

住宅の供給を行う民間事業者、NPO、行政が連携し、耐震診断※ 60 や改

修の相談・支援、バリアフリー化等の普及や啓発、良質な住宅ストックの

形成を目指した意識の啓発に努めます。 

 

＜基本施策の展開 a 高齢者、障害者等が安心して暮らせる住宅の整備＞ 

○ リタイアした職人等を活用した簡易リフォームや住まいの相談サポ

ート体制の整備 

・要援護者に対するサポートを検討 

・(仮称)佐倉市住生活基本計画推進協議会において検討 

    

○ (社)社会福祉協議会が行っている一定所得以下の高齢者世帯、障害者

世帯に対する、住宅改修に係る費用の融資 

 

○ 佐倉市住まいの安全・安心リフォーム支援事業補助金を活用し、避難

弱者※ 84 居住住宅に対する耐震シェルター※ 59 設置リフォーム補助事業

を推進 

 

＜基本施策の展開 b 住宅の質の向上＞ 

○ 住宅性能の啓発・向上 

・室内の快適化—温熱性能の水準向上の啓発 

・住宅性能表示制度※50 の啓発   

・性能保証住宅※ 51 の啓発  

・長期優良住宅※ 66 認定制度の活用  

・住宅インスペクション※ 49 の啓発  

基本方針Ⅰ 価値が持続する住まいづくり 
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○ 防災･防犯性能の向上 

・住宅用火災警報器の設置促進 

・（社）千葉県防犯協会における防犯優良マンション※ 88、アパート認定

制度の普及・促進 

 

＜基本施策の展開 c 既存住宅の耐震化促進＞ 

○ 佐倉市耐震改修促進計画に基づく施策の推進 

・無料耐震相談会の実施 

・木造住宅の耐震診断補助事業の実施 

・佐倉市住宅相談協議会※ 38 と連携した耐震化の推進 

・マンションの耐震診断補助事業の実施  

 

○ 木造住宅の補強改造工事補助事業、佐倉市住まいの安全・安心リフォ

ーム支援補助事業の推進  

 

 

 

目標② 環境に配慮したエコの住まいづくり 

 

   地球環境問題に対しては、低炭素社会※ 71 へ向け住宅においても環境に

配慮した考え方を取り入れることが必要です。二酸化炭素の排出量抑制を

図るため、環境に配慮した住宅や省エネルギー※ 53 等の利用促進の普及を

進めます。また、快適で健康的な住宅に暮らすためアレルギー対策を視野

に入れた施策を民間、NPO、行政が連携・協働により進めます。 

 

＜基本施策の展開 a 環境に配慮した住宅の普及＞ 

○ 関係制度等の啓発・活用 

・低炭素建築物※ 70 認定制度の啓発・活用  

・住宅性能表示制度の啓発・活用（再掲）  

・長期優良住宅認定制度の啓発・活用（再掲）  

 

○ 「佐倉市合併処理浄化槽※ 11 維持管理費補助金」を活用した浄化槽の

適正管理の推進 
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＜基本施策の展開 b 省エネルギー等の利用促進＞ 

○ 関係制度等の周知・普及 

・佐倉市住宅用太陽光発電※ 61 設備設置費補助金等を活用した太陽光発

電設備等の普及 

・佐倉市住宅用省エネルギー設備※ 12 設置費補助金を活用した住宅用省

エネルギー設備の普及 

・住宅省エネルギー化の PR・情報提供 

 

 

＜基本施策の展開 c 衛生的でアレルギーのない住宅の普及＞ 

○ 快適な住まいの実現に向け、住まいの衛生・シックハウス※ 45 等の啓    

  発 

・市民要望に対するサポートを検討  

・（仮称）佐倉市住生活基本計画推進協議会において検討 

 

 

 

目標③ 住宅品質・性能の適正な維持管理 

 

   長期にわたり戸建て住宅を使用していくには適正な維持管理を継続的

に行っていくことが必要になります。住民が安心して改修・リフォームな

どを行えるような情報提供体制の整備に努めます。 

また、既存分譲マンションについては維持管理や定期的な改修等を円滑

に推進するため、相談体制の整備や情報提供など、マンション再生に向け

た管理支援施策の推進に努めます。 

 

＜基本施策の展開 a 住まいのリペア※104・リフォーム・リノベーションの促進＞ 

○ (財)住宅リフォーム・紛争処理支援センターで事業者の登録を行って

いる「リフォネット※102」の情報提供  

○ 佐倉市住宅相談協議会による増改築相談等の実施  

 

＜基本施策の展開 b マンションの維持管理・再生の支援＞ 

○ 佐倉市耐震改修促進計画※ 40 に基づく施策の推進  

・マンションの耐震診断補助事業の実施 
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○ マンション管理組合※ 92 に対し啓発・支援  

・マンション管理士※91 派遣事業の検討 

・(財)マンション管理センターの「マンション履歴システム」の紹介 

・マンション管理士会が行う相談会、セミナーの支援 

・マンション実態調査の実施検討 

 

○ 老朽マンションの再生の方策 

・分譲マンション管理等実態調査の検討  

・管理不全マンション※ 14 対策について、行政とマンション管理士会の

関わり方を(仮称)佐倉市住生活基本計画推進協議会において検討 
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 目標① 高齢者、障害者等が安心して暮らせる仕組みづくり 

 

   高齢者や障害者に対しては、福祉や介護に関する適切なサービスが受け

られ、生きがいを感じ、安心して住み続けられる環境を構築していくこと

が必要となります。多様な主体と連携・協働するとともに、保健や福祉施

策と連携した高齢者や障害者のための地域のネットワーク等を推進し、安

心して暮らせる地域づくりを目指します。 

 

＜基本施策の展開 a 高齢者、障害者等に優しい地域づくり＞ 

○ 高齢者、障害者等のための地域づくり 

・医療・介護・福祉ネットワークの検討・推進 

・市民参加によるボランティア活動を推進 

・民間の地域福祉推進団体と連携して、地域社会における助け合い、支

え合いの機能を高める仕組みづくり 

   ・孤独死※ 30、孤立死※ 34 対策としての取り組み（見守り・声かけ等）

の推進 

 

 

目標② 子育て世帯が安心して暮らせる仕組みづくり 

 

   すべての子育て世帯が安心して子育てを行うには、地域における子育て

の協力が不可欠です。市民、NPO、ボランティア等と連携・協働し、地

域における子育ての協力体制の整備や、子育て情報の提供と相談・交流の

場づくりを行い地域のサポートネットワークの構築に努めます。また、子

ども達においては佐倉市や地域への愛着を深めてもらうために「知る」「考

える」機会を持続的に創り出します。 

 

 

 

 

基本方針Ⅱ 思いやりのあるコミュニィティづくり 
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＜基本施策の展開 a 子どもの安心・見守りのある地域づくり＞ 

○ 子ども・青少年のための地域づくり 

・青少年健全育成のために青少年育成団体への支援や連携  

・児童虐待防止に向け、関係機関とのネットワークの強化、虐待未然防

止や早期発見の推進 

・子どもたちの安全・安心を地域で取り組む「アイアイプロジェクト 
※1」の推進 

・「子ども 110 番の家※ 31」の取り組みを地縁組織※ 63 と連携・推進  

・子どもの見守り活動を行う地域福祉推進団体を支援 

 

＜基本施策の展開 b  子育てサポートのある地域づくり＞ 

○ 利用者の立場に立つ子育てサービス 

・保育サービスの多様化・拡充 

・就学前教育の充実 

・保育園、幼稚園と小学校の連携 

・高齢者と子どもとのふれあいの機会の創出 

・ふれあい体験等の推進 

 

○ 地域の子育て活動支援 

・NPO、ボランティア等の育成・支援 

・社会全体で子育てをしていく意識の啓発 

・育児サークルの支援 

・健康管理センターにおける乳幼児を持つ親同士の交流の場の提供 

・地域で子育て世帯の交流を推進する地域福祉推進団体の支援 

 

○ ファミリーサポートセンター※ 84 事業の実施 

 

○ 家庭における児童の適切な養育、その他家庭児童福祉の向上・相談援

助の充実 

・子どもの養育の支援が必要な家庭に対する援助 

・専門的なアドバイス、養育支援ヘルパー※ 94 の派遣による育児負担の

軽減 

 

○ 印旛郡市小児救急医療※ 5 の実施 
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＜基本施策の展開 c  地域文化、教育力の充実＞ 

○ 地域の文化財や文化資産等の新たな魅力の発見による「学ぶ意欲」の

喚起  

・佐倉学※ 36 の積極的な推進  

・子どもたちへの市内地域産業等に関する情報提供の実施 

 

○ 児童センター・公民館・図書館等での活動の活性化 

 

 

 

目標③ 活気のある地域づくりとアメニティの向上 

 

地域の活性化や暮らしやすさを向上させるためには、自治会組織や地域

運営組織等と連携し様々なコミュニティ活動を行っていくことが必要と

なります。そのためにはコミュニティネットワークの形成や活動の拠点づ

くり等を整備し、活動を支える環境づくりを推進します。 

また、交通不便地域に対しては、交通弱者の生活確保と地域間の連携を

図るため、交通の利便性向上を図る施策展開を推進します。 

 

＜基本施策の展開 a 地域の暮らしサポートの提供＞ 

○ 市民サポート活動の支援 

・市民生活の課題解決に取り組むコミュニティビジネス※ 33 に対し起業

支援策の検討  

・高齢者等の生活支援を行っているボランティアや民間の地域福祉推

進団体の支援 

 

○ ボランティア活動の支援 

・市民公益活動サポートセンターとボランティアセンター※ 89 の連携 

・ボランティア活動団体等のネットワーク化を推進 

 

○ 医療福祉関係の住民サポート 

・休日夜間等救急医療の整備・医療情報の提供 

・健康相談・健康教育の実施 

・特定健診・特定保健指導の実施 

・各種がん検診の実施 
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＜基本施策の展開 b 地域活動促進とコミュニティネットワークづくり＞ 

○ 市民が主体となった自主的な活動の重要性を啓発し、自主的活動がで

きる環境の整備・地域活性化  

・市民協働推進事業 

・市民協働事業 

 

○ 町内会・自治会等の活動や各種団体が共同して行う活動に対し、自主

活動の妨げにならない範囲で支援  

・自治会等活動推進事業 

 

○ 市が運営するコミュニティ施設の維持・管理と、地域住民自らが管理

する町内会・自治会等の集会施設整備を支援  

・コミュニティ環境整備事業 

 

○ 公民館が主催する高齢者教育事業講座修了者について福祉活動への

誘導を検討 

 

○ コミュニティ事業を推進  

・コミュニティカレッジさくら 

・さくら学び塾(学びあい講座) 

 

○ ネットワークづくり 

・自治会・町内会・ボランティア団体・ＮＰＯ・企業等、地域で活動す

る団体の連携・協働により、各団体の活動分野を横断した総合的な支

援を行える環境を整備することで地域の活性化を促進 

・地域まちづくり協議会事業※ 62 の推進  

 

＜基本施策の展開 c 日常生活・交通のアメニティ向上＞  

○ 交通の利便性 

・交通不便地域解消のための公共交通として、バス路線網の整備充実

を要請 

・交通不便地域解消のための佐倉市循環バス※ 39 やデマンド交通※ 72 の

運行維持 
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○ 地域の日常生活施設の利便性の向上 

・地域の住みやすさや暮らしやすさの点検と課題発見･解決の検討 

 

＜基本施策の展開 d 防犯活動の支援＞  

○ 防犯活動の支援 

・自治会等管理の街灯補助金制度を活用した維持管理の促進  

・自主防犯活動の支援 

 

＜基本施策の展開 e 就業・男女平等参画＞ 

○ 就業支援 

・佐倉市地域職業相談室※ 41 の利用促進  

・仕事と子育てが両立できる就業関係の整備・充実 

 

○ 男女平等参画 

・家庭、地域、職場等での男女平等参画意識の醸成 

 

  

22



 

 

 

 

 

目標① 災害に強く安全で安心な居住環境の形成 

 

災害時における住宅地の安全性を確保するために、防災情報の提供や災

害時の体制整備を充実させることで、だれもが安全で安心に暮らせる居住

環境の形成を目指します。 

 

＜基本施策の展開 a 災害に備えた体制整備＞  

○ 防災に関する知識・意識の普及啓発  

・市民、事業者、市が平常時から防災を意識し、地域への防災意識の高

揚や知識の普及など継続的な啓発・支援 

 

○ 防災体制の整備  

・防災行政無線や臨時災害 FM 放送※ 106 等の情報伝達手段の拡充や、災

害時に必要な防災資機材の管理や防災井戸等の継続的・計画的な整備

の推進 

・配備職員をはじめとする市の防災体制の整備・訓練を継続 

 

○ 防災支援体制の確立  

・災害による被災者への支援 

・被害住居の調査体制を整備 

 

○ 自助共助を基本とした要配慮者支援体制の充実  

 

＜基本施策の展開 b  安全・安心の居住環境＞ 

○ 災害防止に関連する各種補助金制度の活用  

・佐倉市がけ地崩壊防止事業費補助金 

・佐倉市危険コンクリートブロック塀等の除却及び緑化推進補助金 

・佐倉市かさ上げ工事等補助金 

・雨水貯留浸透施設設置工事補助金 

 

○ 自治会等と連携し空き地の雑草除去や空き家の不適正な管理の改善  

基本方針Ⅲ 暮らしやすく美しい居住環境づくり 
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目標② 景観の美しい住宅市街地の形成 

 

   住宅市街地の特性に対応した居住環境の整備・形成、保全のための事業

制度や、規制・誘導制度の活用を促進します。また、特に佐倉市が持つ歴

史的資源を活かした住宅市街地の形成に努めるとともに、佐倉市らしい景

観づくりを整備するため景観計画※ 18 の策定も視野に入れた良好な景観

の保全・活用を推進します。 

 

＜基本施策の展開 a 歴史的資源を活かしたまちづくり＞ 

○ 市内の歴史文化資産の保全・活用や歴史的建造物の保全・整備 

 

＜基本施策の展開 b 美しい住環境の形成＞ 

〇 景観形成の推進 

・景観法に基づく景観計画の策定 

・届出制度の運用による景観形成推進 

・景観推進に係る周知啓発事業等を実施 

 

〇 街並み整備の推進 

・建築協定※ 19 の推進 

   ・緑化協定※ 105 の推進 

   ・地区計画※ 64 制度等の活用支援の推進 

 

 

 

目標③ だれもが安心できる居住環境の形成 

 

公共空間や公共施設においてバリアフリー化やユニバーサルデザイン 
※97 の推進を図り、だれもが住みやすいまちづくりを推進します。 

 

＜基本施策の展開 a バリアフリーの居住環境づくり＞ 

○ 道路や公園等の公共空間や公共施設等におけるバリアフリー、ユニバ

ーサルデザインの推進  

○ 安全で快適な歩行環境整備等の推進  
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目標④ 子育て世帯が安心できる居住環境の形成 

 

保育園や学童保育所等の子育て支援施設の適正配置や、子どもが安心し

て安全に遊べるための取り組みに努め、子育てしやすい住環境の整備を進

めます。 

 

＜基本施策の展開 a 子ども・青少年の居住環境づくり＞ 

○ 遊び場の確保 

・遊びの指導者の発掘・育成 

・子育て総合情報冊子の作成 

・学校の校庭や体育館の一般開放を推進  

・安全で快適に利用できる公園・緑地の維持管理体制の充実 

 

○ 子育て施設づくり 

・保育園の受け入れ体制の拡大 

・認可外保育施設※ 77 への支援 

・学童保育所※ 9 の整備・充実 

・地域子育て支援拠点事業の実施 

・地域における子育て支援の拠点となる児童センター・老幼の館の機 

能拡充 

・民間賃貸住宅等を利用したグループ型小規模保育事業※ 17 の整備  

 

○ 青少年の活動環境の整備 

・青少年団体等の活動場所として、青少年センターの管理・運営の更

なる充実  

・青少年が気軽に集える場として、佐倉市ヤングプラザの管理・運営

の更なる充実 
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目標① 住宅困窮者の居住安定確保 

 

住宅に困窮する低額所得者、高齢者、障害者等の住宅確保要配慮者※ 95

に対し、市営住宅等のほかにも、NPO や民間事業者との協働及び福祉部

門との連携により民間賃貸住宅も活用した多角的で重層的なセーフティ

ネットの構築を検討します。 

 

＜基本施策の展開 a 市営住宅の適正な管理＞ 

○ 管理の点検 

・佐倉市営住宅長寿命化計画※ 37 に沿った適正な管理保全  

・市営住宅の利用機会の公平性を確保するため、入居期間に期限を付

けた定期借家制度※ 69 の導入を検討 

・間取りと入居世帯人員とのミスマッチ※93 解消を検討  

 

＜基本施策の展開 b 関係団体等との連携・機能強化＞ 

○ 関係団体との連携 

・市営住宅、県営住宅、UR※ 74 の連携による空き室等入居情報の共有 

 化 

・高齢者居住安定確保計画※ 28 策定の検討  

・(社)社会福祉協議会が行っている一定所得以下の高齢者世帯※ 27、障

害者世帯に対する、住宅改修に係る費用の融資 

 

＜基本施策の展開 c 民間賃貸住宅を活用した居住の安定確保＞ 

○ 民間賃貸住宅の活用 

・民間賃貸住宅の有効活用の施策として、民間に対する市からの家賃

補助や市による借り上げ住宅※ 13 を検討  

・千葉県あんしん賃貸支援事業※ 65 等の利用促進  

・生活支援・居住支援を行う市民団体や NPO 等の育成・支援  

・千葉県居住支援協議会との連携により、民間賃貸住宅への円滑な入

居促進  

基本方針 Ⅳ 住まいのセーフティネット 
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目標② 災害復興等の緊急状況への対応 

 

災害時の緊急状況においては被災者の避難場所として市営住宅や民間

賃貸住宅等を活用した受け入れ体制を整備し、災害時の応急体制について

は被災建築物等の安全性確認や物資供給等について様々な事業者等との

協力体制を築き、復旧に向けた支援体制の推進に努めます。 

 

＜基本施策の展開 a 被災者への一時的な住宅確保＞ 

○ 一時的住宅確保 

・市営住宅の空き家を一時的な住宅として提供  

・千葉県との連携による応急仮設住宅※ 8 の建設による住宅の供給  

・千葉県との連携による民間賃貸住宅の借り上げによる住宅の提供 

 

＜基本施策の展開 b 被災建築物等の安全性の確保＞ 

○ 被災建築物応急危険度判定士※ 81、被災宅地危険度判定士※82 の育成・

確保 

 

＜基本施策の展開 c 住宅復旧等の促進＞ 

○ 住宅復旧 

・佐倉市住宅相談協議会による住宅復旧相談等の検討 

・千葉県との連携により住宅金融支援機構※ 73 が行う災害復興住宅融 

資等の情報提供 
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目標① 住まいを選べる仕組みづくり 

 

既存住宅や空き家の実態を把握し、住宅情報の見える化を行うことで需

要者に対する情報提供の仕組みを検討します。また、市民が安心して住ま

いを選択出来るような住宅情報を総合的に提供する体制や相談体制の整

備を推進します。 

 

＜基本施策の展開 a 住まいに関する情報提供、相談体制の充実等＞ 

○ 地域在住の建築士、工務店等と連携した住宅相談等を(仮称)佐倉市住

生活基本計画推進協議会において検討  

○ 住宅に関する情報提供の推進 

・新築住宅に関する市民からの情報収集を検討 

・耐震、防犯、断熱、省エネ性、低炭素、長寿性、瑕疵担保※10、バリ

アフリー、既存住宅流通・リフォーム推進事業に関連する情報収集  

 

 

目標② 多様な住まいの流通 

 

ライフスタイル※ 98 の多様化に伴う住宅ニーズへの対応や各世帯のライ

フステージに合った住宅の流通環境を整備することが必要です。関連業界

との連携の促進により、住宅需要と既存住宅・空き家の住宅ストックの不

一致を解消させるための施策を検討します。 

 

＜基本施策の展開 a 空き家等の既存住宅の活用と流通＞ 

○ 空き家の実態把握調査とその活用方策の検討 

・空き家の動向と要因把握の調査 

・マンションの空き住戸の用途転用 

・戸建て住宅の空き家の跡地について、集合場所や遊び場としての地

域利用 

・戸建て住宅の空き家について、集会施設等としての地域利用の検討 

基本方針 Ⅴ 住宅市場の活用 
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○ 流通促進方策 

・空き家バンク※ 2 事業の検討 

・佐倉市の中古住宅の優良性の情報発信の検討  

・移住・住み替え支援機構※ 4 等を利用した住み替えの支援  

・夫婦のみ又は一人暮らし等の高齢小世帯が居住する広い持ち家を 

有効活用するシステムの検討 

・空き家の利活用方法を促進する条例の整備を検討  

 

○ オーダーリフォームの普及促進 

・（仮称）佐倉市住生活基本計画推進協議会においてオーダーリフォー

ムの普及促進を検討  

・建築士・工務店・不動産業者のネットワークによるリフォームの推

進 

 

○ 多様な住まいに対応できる住み替え相談等の実施 

・（仮称）佐倉市住生活基本計画推進協議会において検討  

 

＜基本施策の展開 b 新しいライフスタイルの住まい提供＞ 

○ 芸術家居住を推進する仕組みづくりの検討  

○ 新規就農※ 54 希望者に対し農家住宅・農地等の受入れ環境の支援  

○ ルームシェア住宅等の新しいライフスタイルの普及に向けたシステ

ム整備 

・（仮称）佐倉市住生活基本計画推進協議会において検討  
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目標① 人口の維持定住化 

 

今後の将来人口の推計をみると人口の減少、少子高齢化が進行する見通

しとなっています。人口の減少は、地域コミュニティの活力の低下を招く

ばかりでなく、地域経済や市の財政にも大きな影響を及ぼします。こうし

た状況に歯止めをかけるために定住人口の維持を推進します。 

 

＜基本施策の展開 a 新人口誘致策の調査・研究・支援＞ 

○ 誘致の方策 

・工業団地、ちばリサーチパーク等への進出企業に対し、誘致助成制

度の拡充等を検討  

・佐倉インターチェンジ等の交通インフラ※ 6 を活かした産業誘致の促

進 

・6 次産業化※ 108 へ支援することにより農業の活性化を推進させ、定

住化を促進 

  ○ 市街化調整区域※ 44 の開発規制緩和集落を拡大し、小規模な農村集落

の定住促進と地域コミュニティの確保を図る 

  ○ 市に進出する企業に対して、住宅関連情報や暮らしの情報、また、立

地に対する優遇制度関連の周知 

 

＜基本施策の展開 b 多様な世代の安定居住の促進＞ 

○ 安定居住の方策 

・保育園の受け入れ体制の拡大 (再掲) 

・認可外保育施設への支援 (再掲) 

・学童保育所の整備・充実 (再掲) 

・利用者の立場に立った保育サービスの多様化・拡充 

・子育て世帯や子どもの健康対策の充実等を図るため、子ども医療費

助成拡充の研究・検討 

・持ち家を利用したリバースモーゲージ※101 事業に向けた調査・研究  

・高齢者向け住宅（サービス付、有料老人ホーム）※ 42 を整備すること

で高齢者の居住の安定確保  

基本方針Ⅵ 佐倉創造戦略づくり 
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   ・外国人が日常生活を円滑に送ることが出来る体制づくり 

 

＜基本施策の展開 c スポーツのまちづくり＞ 

○ スポーツ推進の方策 

・スポーツ、自然体験等の活動の活発化 

・スポーツに親しむ機会を提供するため、各種スポーツ大会やスポー

ツ教室の開催 

・市民相互の交流と連携が生まれる安全で満足度の高いスポーツ施設

の整備・管理 

・佐倉市体育協会等や総合型地域スポーツクラブ※ 57 との連携により、

子どもから高齢者までのスポーツ活動を推進 

 

＜基本施策の展開 d 観光のまちづくり＞ 

  ○ 市内の自然や歴史・文化資産等を活かした観光施策を展開し、観光資

源としての魅力を引き出すような地域づくりを推進します。 

≪主な観光資源≫ 

・佐倉城址、武家屋敷、旧堀田邸、順天堂記念館、佐倉高校等の近世

以来の町割り等の歴史を感じるまち 

・国立歴史民俗博物館、佐倉市立美樹館、塚本美術館、DIC 川村記念

美術館等の文化施設 

・佐倉市民花火大会、チューリップフェスタ等のイベント 

 

○ ふるさと広場を印旛沼周辺の観光、レクリエーションの拠点と位置づ

け、草ぶえの丘等を活用した飯野台地区の活性化を推進  

・ふるさと広場周辺・飯野台地区の活性化計画の策定等を推進 

 

○ 旧城下町周辺の歴史的資産を観光の核として活用 

・景観計画等に基づき、旧城下町周辺の環境整備を推進 

・観光資源発掘・活用調査を行い観光施策につながる歴史的資源等の有

効活用方法等を検討 

 

○ 佐倉市の PR やイメージアップによる観光客誘致 

・映画やテレビのロケの誘致 

・フィルムコミッション※ 85 事業の推進 

・ご当地ナンバー※ 29 の発行 
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・全国各地から参加者が集まる佐倉朝日健康マラソン大会を活かし、

地元商品の PR や販売を行い佐倉の魅力を発信 

・長嶋茂雄記念岩名球場※ 76 を整備し、野球を通じた交流の場を推進 

 

 

目標② 地域ごとの課題解決と地域活性化 

 

市民の居住ニーズの多様化や社会経済情勢の変化に伴い、住まいと町の

価値を維持向上していくためには、新たな課題への対応や地域ごとに抱え

る課題解決が求められています。そのため、地域ごとの様々な特性を活か

しながら課題解決に努め、地域活性化につながる施策展開を図ります。 

 

＜基本施策の展開 a 遊休地・市有地の有効活用＞ 

○ 市が所有している地域活性化につながる普通財産の有効活用につい

て、（仮称）佐倉市住生活基本計画推進協議会の意見を聞きながら検討

します。 

 

＜基本施策の展開 b 既存商店街のサポート＞ 

○ 「街中にぎわい推進事業補助金」を活用した商店街事業の展開や、様々

なコミュニティビジネスの推進を検討しながら、商店街が地域コミュニ

ティの核となるような地域交流の場を目指します。 

 

＜基本施策の展開 c 住宅地の再生＞ 

○ 空洞化住宅地のサポート 

・住宅の老朽化、居住者の高齢化あるいは転出による人口減少、さらに

空き家化が進んでいる経年の戸建て住宅が集積する地区については、

日常生活のサポート及び空き家の有効利用に関する先導的モデル事

業を検討 

・空洞化住宅地の調査と課題解決の検討 

・生活文化の継承・発展 

 

○ 老朽マンションの再生の方策 (再掲) 

・分譲マンション管理等実態調査の検討 

・管理不全マンション対策について、行政とマンション管理士会の関わ

り方を（仮称）佐倉市住生活基本計画推進協議会において検討 
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○ 市街化調整区域の集落サポート 

・市街化調整区域のあり方に関する検討 

・集落の住宅としての保全の方法の検討 

 

＜基本施策の展開 d 耕作放棄地等の有効活用＞ 

○ 活用の方策 

・佐倉市耕作放棄地対策事業補助金等を活用し、耕作放棄地※22 の予防

対策、新規就農者の支援、耕作放棄地の解消を検討 

・農地の有効利用や方策等を検討するための基礎データとして「農地

基本台帳システム※ 78」を導入し、効果的な活用を検討 

 

 

目標③ 市民協働の住まい向上の取り組み 

 

市民は、住宅が個人の資産のみならず、社会的なストックであることを

十分に理解するとともに、住宅・居住環境づくりに関心を持ち、地域のま

ちづくり活動への参画を通じて、自ら住み良い地域としていけるよう努め

ることが大切です。 

   このため、市民に対する住まい全般に関する情報の提供や、市民が主体

となって学習できる環境づくりを推進します。 

 

＜基本施策の展開 a 住生活向上の市民協働＞ 

○ （仮称）佐倉市住生活基本計画推進協議会の設置 

・市民に対し佐倉市住生活基本計画の周知・推進 

・住生活計画に関わる各種活動の推進 

・長期サポートを期待する住宅供給業者と連携した施策検討  

・住生活推進活動の顕彰団体等の選定 

 

○ 住生活の向上に資するための活動が顕著である団体等の顕彰 

  以下、（仮称）佐倉市住生活基本計画推進協議会と協力して計画的に

取り組む 

・環境に配慮した住まいに貢献した個人・団体 

・既存住宅の流通活性に貢献した個人・団体 

・コミュニティ活動に貢献した個人・団体 
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・市街地景観活動に貢献した個人・団体 

 

＜基本施策の展開 b 住生活の実態情報と情報啓発＞ 

○ 住生活向上に向けた調査と情報公開  

以下、(仮称)佐倉市住生活基本計画推進協議会と協力して計画的に取

り組む 

   ・リフォームした住宅の実態調査 

・分譲マンション管理等実態調査 

・持ち家を利用したリバースモーゲージ事業の調査・研究 

・地域課題調査と公開 

・住宅性能表示と性能保証住宅の調査 

 

  ○ 住生活向上に向けた市民講習会・相談会の実施  

以下、（仮称）佐倉市住生活基本計画推進協議会と協力して計画的に

取り組む） 

・健康で衛生的な住まいに関する講習会・社会実験等 

・マンション管理組合に対する相談会等 

・地域在住の建築士、工務店等と連携した住宅相談等 

・多様な住まいに対応できる住み替え相談等 

・老朽マンション対策に関する相談会等 

・地域の課題解決に取り組む市民団体や NPO 等による講習会等 

 

＜基本施策の展開 c 官民学連携の住まいとまちづくり等の推進＞ 

○ 住生活に関わる重要課題の解決の先導的モデル事業の実施 

以下、(仮称)佐倉市住生活基本計画推進協議会と協力して計画的に

取り組む 

・施策連携推進モデル地区の設定 

・先進事例の調査と情報発信 

・モデル事業の社会実験の検討 

 

○ 佐倉市にゆかりのある大学と連携・協働し関連分野において相互に連

携した事業の推進 
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＜基本施策の展開 d 公共施設再編による都市力づくり＞  

 

  ○ 公共施設の利用状況調査や施設評価手法等を研究し、公共施設の有効

活用や適正規模化等の検討 
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８ 施策の成果指標 

 

成果指標の設定にあたっては、現状を客観的に把握し、そのうえで目標値を

具体的に検証する必要性から、統計調査等により得られるデータの活用を基本

とします。  

以下の指標は住宅施策の評価に活用し、施策に反映します。  

 

 

基本方針Ⅰ 価値が持続する住まいづくり 

 ～ 新しい技術と暮らしやすい住宅の質を高めます ～ 

 

目標① 安全、安心な住まいづくり 

目標② 環境に配慮したエコの住まいづくり 

目標③ 住宅品質・性能の適正な維持管理 

 

目標 施策 指標 現状値 目標値 

①   既存住宅の耐震化 耐震化率  ８２％  ９０％ 

②   省エネルギー対策の普及 

（複層２重サッシ等） 

普及率   ８％ 増加させま

す 

③   住まいのリペア・リフォーム 

・リノベーションの促進 

リフォーム実施

戸数の住宅スト

ックの比率 

 ３１％ 増加させま

す 

＊住宅・土地統計調査より 

 

 

 

基本方針Ⅱ 思いやりのあるコミュニティづくり 

～ 人と人とを結ぶことで生活しやすい地域社会をつくります ～ 

 

目標① 高齢者、障害者等が安心して暮らせる仕組みづくり 

目標② 子育て世帯が安心して暮らせる仕組みづくり 

目標③ 活気のある地域づくりとアメニティの向上 
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目標 施策 指標 現状値 目標値 

①   高齢者の在宅福祉サービス 満足度 33％ 増加させます 

②   子どもの安心・見守りのある地

域づくり（青少年が安心して育

つまちづくり） 

満足度 ２４％ 増加させます 

③   地域活動の 促進と コミュニ テ

ィネットワークづくり 

（自治会、ボランティアへの参

加） 

参加率 ２０％ 増加させます 

＊佐倉市市民意識調査より 

 

 

 

基本方針Ⅲ 暮らしやすく美しい居住環境づくり 

～ 多様な世帯が安心して暮らせる美しい環境を整備します ～ 

 

目標① 災害に強く安全で安心な居住環境の形成 

目標② 景観の美しい住宅市街地の形成 

目標③ だれもが安心できる居住環境の形成 

目標④ 子育て世帯が安心できる居住環境の形成 

 

目標 施策 指標 現状値 目標値 

①   災害に備えた体制づくり 

（防災対策の満足度）＊ １  

満足度 ３８％ 増加させます 

②   美しい住環境の形成 

（良好な都市景観の満足度）＊

１  

満足度 ５６％ 増加させます 

③   バリアフリーの居住環境＊２  バリアフ

リー化率 

４０％ 増加させます 

④   児童生徒等 の健全 育成の満 足

度＊ １  

満足度 

 

３６％ 増加させます 

＊１ 佐倉市市民意識調査より  

＊２ 住宅・土地統計調査より 
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基本方針Ⅳ 住まいのセーフティネット 

～ いざという時にも住宅を供給できる環境を整備します ～ 

 

目標① 住宅困窮者の居住安定確保 

目標② 災害復興等の緊急状況への対応 

 

目標 施策 指標 現状 目標 

①  最低居住面積水準＊2 未満率 ４.3% 減 少 さ せ

ます 

②  被災建築物応急危険度判定士

数＊3 

判定士数 3,146 人 

（Ｈ21） 

3,700 人 

＊2 住宅・土地統計調査より 

＊3 千葉県住生活計画より 

 

 

 

 

基本方針Ⅴ 住宅市場の活用 

～ 人と住居のマッチングする多様な住み方の選択肢を確保します ～ 

 

目標① 住まいを選べる仕組みづくり 

目標② 多様な住まいの流通  

 

目標 施策 指標 現状 目標 

①  現在の住まいの満足度＊4 満足度 ８２％ 増 加 さ せ

ます 

②  空家等の既 存住宅 の活用と 流

通＊2 

空家率 １１％ 減 少 さ せ

ます 

＊4 住生活基本計画策定に伴うアンケートより 

＊2 住宅・土地統計調査より 

 

 

 

 

38



 

 

基本方針Ⅵ 佐倉創造戦略づくり 

～ 将来に渡り活力のある佐倉市をめざします ～ 

 

目標① 人口の維持定住化 

目標② 地域ごとの課題解決と地域活性化 

  目標③ 市民協働の住まい向上の取り組み 

  

目標 施策 指標 現状値 目標値 

①   多様な世代の安定居住の促

進（保育園入所待機人数） 

待機人数  ８２人 

 

０ 

②   空洞化団地のサポート＊ １  空家率 １１％ 減少させます 

③   佐倉市の好感度＊２  好感度率  ６７％ 増加させます 

 ＊１ 住宅・土地統計調査より 

＊２ 佐倉市市民意識調査より 
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９ 計画の推進体制 

 

（１）市の総合的な取り組み 

 ア 実施計画の策定 

    住宅政策の目標に向けて、施策の計画的な推進を図るため、特に重点

的に進める事項を定め、リーディングプロジェクトを策定します。 

  

 イ 財源の確保 

    本計画に示した施策を推進するためには、それに要する財源を確保す

るとともに、さらに限られた財源の中で効率よく事業を展開していくこ

とが重要です。そのため、国や県の各種補助を積極的に活用していくと

ともに、事業の優先順位付けや他事業との一体的な整備等の効率的・効

果的な整備を推進します。 

   

 ウ 庁内関係部局等との連携の強化 

    住宅政策の推進に当たっては、市民等との連携とともに、庁内の推進

体制を整備することが重要です。少子高齢化への対応については福祉部、

健康こども部との連携、まちづくりに対応した住宅政策については都市

部、企画政策部、空き家・空き地対策については、都市部、市民部、環

境部との連携が不可欠です。さらに住宅関連産業の振興や地域活性化等

については都市部、産業振興部との連携、建設産業廃棄物抑制やリサイ

クルへの取り組みには都市部、環境部との連携を図らなければなりませ

ん。 

このため、これらの庁内関連部局との連携・調整機能の強化を図り、

横断的な施策が展開できる体制づくりを進めていく必要があります。 

   

 エ 市民、ＮＰＯ、民間事業者等への取り組み支援 

    今後は市民やＮＰＯ、民間事業者との連携がますます重要になります。

市民やＮＰＯ等の取り組みを支援するため、市民等の活動の場や情報の

提供などにより団体間の交流促進を図ります。 

 

 オ 新たな取り組みの情報収集 

    住宅や住環境を取り巻く社会情勢の変化の中で、民間の経済能力や資

本・技術力を活用するＰＦＩ方式※ 80 等の事業手法の導入など、新たな

住まいづくりの試みが始まっています。このため、これらの先進的な事
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例について広く情報を収集するとともに研究を行い、住宅政策課題の解

消に向けた有効な取り組みについても積極的に推進します。また、市民

の新たな居住ニーズの把握に努め、施策への反映方策について検討しま

す。 

 

 カ （仮称）佐倉市住生活基本計画推進協議会の設置 

    佐倉市住生活基本計画に位置付けられた住宅施策を、より具体的に実

施するために外部委員により構成された、（仮称）佐倉市住生活基本計

画推進協議会を設置します。今後の施策の実施にあたり、重要な問題が

生じた場合や新たな課題が生じたときは、協議会を活用し、さまざまな

専門的な見地から、検討を進めていきます。 

 

 

（２）市民等との協働による推進 

 ア 市民との連携 

    本計画の目標実現のためには、市民の協力と参加が不可欠です。市民

は、住宅が個人の資産のみならず、社会的なストック※ 55 であることを

十分に理解するとともに、住宅・居住環境づくりに関心を持ち、地域の

まちづくり活動への参画を通じて、自ら住み良い地域としていけるよう

努めることが大切です。 

    このため、市民に対する住まい全般に関する情報の提供や、市民が主

体となって学習できる環境づくりに努めます。 

 

 イ 自治会、ＮＰＯ等との連携 

    まちづくりに関わる主体は、行政主導型から自治会、ＮＰＯ、ボラン

ティア団体といった市民活動団体やコンサルタント、建築家といった専

門家等の民間活動へと広がり、これまで以上に多様化しています。また、

住宅・居住環境づくりにおいては、供給主体である民間業者の理解と協

力が不可欠です。このため、今後、これらの活動組織等の自主性を尊重

しつつ、まちの将来の姿を視野に入れながら、まちづくりを担う組織や

団体等との協議による良好な住まいづくりの実現に向けて住宅施策を

推進します。 

   

 ウ 住宅関連事業者との連携 

    住宅関連業者は、市場において主要な役割を担うことから、提供する
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住宅が将来にわたって地域の居住環境を決定づけるものとなること、ま

た、流通・管理等を含めた住宅関連サービスの提供が、市民の豊かな住

生活の実現を大きく左右することを十分認識した上で、良質な住宅関連

サービスの提供、良好な住環境の形成、適切な情報開示、公正な取引や

コストの軽減等に取り組む必要があります。 

    市場重視の住宅施策を推進する上で、住宅関連業者の果たす役割は極

めて重要であるため、市は、住宅に関連する様々な市場との連携強化を

図り、健全な市場の形成に取り組みます。 

  

 

（３）計画の期間 

   本計画は、国及び千葉県の住生活基本計画の基本理念、趣旨を踏まえ佐

倉市における指針を示すものであることから、本計画における住宅政策の

計画期間は、平成２６年度から３５年度までの１０年間とし、関連する施

策が策定される際に随時見直しを行います。 

また、国・県の制度改正や新しいデータの公表等にあわせ随時調整を行

い、佐倉市住生活基本計画本文への反映は、5 年ごとにまとめて行うこと

とします。 

 

 

（４）住生活基本計画のフォローアップ 

   本計画は、平成３５年を目標年次として策定しています。しかし、中心

市街地の活性化や住環境の整備などは、目標年次を超えるものがあります。 

  このため、定住化対策や社会経済環境の動向などに対応して、適時・適切

に本計画を見直すことも重要となりますので、実施計画に連動させて、行

っていきます。 

   なお、施策の連携の進捗及び効果を把握するため、具体的施策の実施状

況について、定期的な確認を行います。 
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１０ リーディングプロジェクト 

 

 本計画の実現に向けて、各施策の分野ごとに取り組みを進めることは重要で

す。また一方で、本計画を着実に推進していく上で、市が多様な主体と連携し

て、総合的かつ先導的に取り組むべき事項を明らかにし、取り組みの機運を高

めていくことも必要です。リーディングプロジェクトは、こうした総合的かつ

先導的に取り組むべき施策を明確化し、計画全体を先導していくようなシンボ

ル的な役割を持っています。 

 

プロジェクト１ 空き家対策 

  １）空き家対策条例の制定 

    国の空き家に関する特別措置法の動向を注視しながら、現在ある、空

き家管理条例の一部を修正し、空き家の利活用と管理に関する新規の条

例を制定します。 

 

  ２）空き家窓口の設置 

    庁内における空き家対策窓口を、平成２６年４月より建築住宅課に設

置します。 

 

 ３）空き家利活用対策 

    空き家の利活用を積極的に図るため、空き家バンクを新設します。 

 

  ４）空き家対策を含めた団地再生モデル事業の検討 

    Ｓ３０年代からＳ４０年代後半にかけて造成され、道路は整備されて

いるが、宅地が狭く、空き家が比較的多い団地について、市民協働によ

り高齢者対策、定住化人口の増加に寄与するようなモデル事業の検討を

します。 

     

 プロジェクト２ （仮称）住生活基本計画推進協議会の設置 

    住生活基本計画をより有効に、実行するために（仮称）住生活基本計

画推進協議会を設置します。 

 

プロジェクト３ 市営住宅の適正な運営 

    公営住宅法が制定された時代から、大きく社会背景や情勢が変わって

きていることから、今後の市営住宅の在り方について検討します。 

43



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
資 料 編 



 

1. 用語の解説 

 

（ア行） 

１．アイアイプロジェクト 

「アイアイ」とは目(eye)と心（愛）で子どもたちを守っていこうという意味合いで

名づけたもの。佐倉市の小中学校では子どもたちの安全を地域の方々やボランティ

アの方々、保護者の方々が一緒に守っていく活動を行っている。 

 

２．空き家バンク 

移住希望者と空き家の売却希望者（または貸し出し希望者）をマッチングするシス

テムのこと。 

 

３．アメニティ 

快適性、快適な環境、魅力ある環境などを意味する。つまりは、「住み心地のよさ」

「居住性（のよさ）」を表す概念。 

 

４．移住・住み替え支援機構 

同団体は高齢者などの保有する住宅を借り上げ、賃料を保証して子育て世帯などに

転貸する。よって住宅所有者は安定した家賃収入を得ることが可能となり、借主は

良質な住宅を割安な家賃で借りることが可能になる。この仕組みにより、住宅スト

ックを社会の財産として活用することを目指している一般財団法人。 

 

５．印旛郡市小児救急医療事業 

医療機関が休診となる夜間、日曜、祝日、年末年始時の小児の急病に対処するため、

印旛市郡医師会の協力により佐倉市小児初期急病診療所の運営を行う事業のこと。 

 

６．インフラ（インフラストラクチャーの略称） 

国民福祉の向上と国民経済の発展に必要な公共施設（学校・道路・電気・ガス等様々

なもの）のことで、社会生活を支えるために整備された公共的な仕組み、基盤のこ

と。 

 

７．ＮＰＯ 

環境・福祉など非営利活動を行う市民団体の総称。1998 （平成 10 ）年に特定

非営利活動団体に法人格を付与する「特定非営利活動促進法」が施行された。 

 

８．応急仮設住宅 

地震や水害、山崩れなどの自然災害などにより、居住する住家がなく、自らの資金

では住宅を得ることのできない者に対し、行政が貸与する仮の住宅。 

（カ行） 
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９．学童保育所 

保護者が就労、疾病等により放課後に適切な保育ができないとき、小学生（原則 1

年生から 3 年生、一部の学童保育所は 1 年生から 6 年生）に放課後の生活の場を

提供し、遊びの指導を行うことにより児童の健全育成を図ることを目的とした施設

のこと。 

 

１０．瑕疵担保 

売買契約などにおいて、契約の目的物に本来あるべき機能・品質・性能・状態が備

わっていない場合の担保責任。（建築物の場合は雨漏りなど） 

 

１１．合併処理浄化槽 

水洗式便所と連結して、屎尿（糞および尿）および、それと併せて雑排水「生活に

伴い発生する汚水（生活排水）」を処理し、終末処理下水道以外に放流するための

設備。 

 

１２．家庭（住宅）用省エネルギー設備 

家庭用燃料電池・家庭用蓄電池・エネルギー管理システム・電気自動車充給電設備

など。 

 

１３．借上市営住宅 

民間事業者や住宅供給公社等が建設した一定の基準以上の住宅を、市が借り上げて

供給すること。 

 

１４．管理不全マンション 

管理活動がされていないマンションのこと。 

 

１５．居住支援協議会 

住宅確保要配慮者（低額所得者、被災者、高齢者、障害者、子どもを育成する家庭

その他住宅の確保に特に配慮を要する者）の民間賃貸住宅への円滑な入居の促進を

図るため、地方公共団体や関係業者、居住支援団体等が連携（住宅セーフティネッ

ト法第１０条第１項）し、住宅確保要配慮者及び民間賃貸住宅の賃貸人の双方に対

し、住宅情報の提供等の支援を実施するもの。 

 

１６．居住水準 

住宅建設計画法第５条第１項に基づき国土交通大臣が定める住宅建設計画におい

て目標とする世帯構成に応じた住居規模に係わる基準。 

 

 

１７．グループ型小規模保育事業 

複数の家庭的保育者(保育ママ)が 0 歳から 2 歳児を居宅などの家庭的な環境で保育
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する事業。 

 

１８．景観計画 

景観法に基づく「景観行政団体」に指定された自治体は、景観保全のために、建物

のデザインや壁面の位置、色の規制などを盛り込むことができる計画。 

 

１９．建築協定 

住宅地や商店街としての環境や利便性を増進することを目的として、地区内の土地

の権利者全員の合意により協定を結ぶ制度。建築物の敷地面積・位置・構造・用途・

形態・意匠等について定めることができる。 

 

２０．公共マネジメント 

行政が、「市民」、「企業」、「NPO」等と協力し、情報収集・分析・発信・討議等に

より公共的な課題や地域課題を解決すること。 

 

２１．合計特殊出生率 

「15～49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの」で、一人の女性がその年

齢別出生率で一生の間に生むとしたときの子どもの数に相当する。 

 

２２．耕作放棄地 

過去 1 年以上作付せず、耕作する考えのない農地のこと。 

 

２３．公的需要 

政府最終消費支出、公的固定資本形成、公的在庫品増加を合わせたものをいう。 

 

２４．公民連携 

行政と民間事業者が協働で住民サービスの向上や事業効率のアップ、地域

経済の活性化などに取り組むことをいう。 

 

２５．交流人口 

その地に訪れる（交流する）人口のこと。 

 

２６．高齢者 

社会の中で他の成員に比して年齢が高い一群の成員のことである。一般に満 65 歳

以上の者であると定義されている。 

 

 

２７．高齢者世帯 

６５歳以上の者のみで構成するか、又はこれに１８歳未満の未婚の者が加わった世

帯のこと。 
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２８．高齢者居住安定確保計画 

国の基本方針に基づき、都道府県が高齢者の居住の安定の確保のために必要な事項

を定めることができ、住宅部局と福祉部局が一体で策定する基本的な計画。 

 

２９．ご当地ナンバー 

「新たな地域名表示ナンバープレート」の通称であり、国土交通省が自動車の番号

標（ナンバープレート）に表示する地名について、対象市町村の区域を限って、新

規の自動車検査登録事務所の設置によらずに独自の地名を定められるよう新たに

開始した制度。 

 

３０．孤独死 

だれにも気づかれずに一人きりで死ぬこと。独居者が疾病などで助けを求めること

なく急死し、しばらくしてから見つかる場合などにいう。 

 

３１．子ども 110 番の家 

子どもが「誘拐や暴力、痴漢」など何らかの被害に遭った、または遭いそうになっ

たと助けを求めてきたとき、その子どもを保護するとともに、警察、学校、家庭な

どへ連絡するなどして、地域ぐるみで子どもたちの安全を守っていくボランティア

活動のこと。 

 

３２．コミュニティ 

同じ地域に居住して利害を共にし、政治・経済・風俗などにおいて深く結びついて

いる人々の集まり（社会）のこと。 

 

３３．コミュニティビジネス 

地域（コミュニティ）等におけるニーズや課題に対応するための事業がコミュニテ

ィ・ビジネスである。主に地域における人材、ノウハウ、施設、資金等を活用する

ことで、対象となるコミュニティを活性化し、雇用を創出したり人の生き甲斐（居

場所）などをつくり出すことが主な目的や役割となる場合が多い。 

 

３４．孤立死 

地域社会との繋がりを持たない状態で死に、死亡した事実が長期間、誰にも気付か

れなかった、という状態のこと。 

 

 

（サ行） 

３５．最低居住水準 

世帯人数に応じて、健康で文化的な住生活を営む基礎として必要不可欠な住宅の面

積に関する水準のこと。 
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３６．佐倉学 

佐倉市には印旛沼などの恵まれた自然と原始・古代からの歴史、城下町として培わ

れた文武両面にわたる文化があり、そして、好学進取の精神に富み優れた業績を残

した先覚者がいます。このような佐倉の自然、歴史、文化、ゆかりの人物について

学び、将来に生かすことを佐倉学という。 

 

３７．佐倉市営住宅長寿命化計画 

佐倉市営住宅ストックの長寿命化を図るため、国の「公営住宅等長寿命化計画策定

指針」を勘案し、平成 24 年 2 月に策定した計画。 

 

３８．佐倉市住宅相談協議会 

市民からの自己用住宅の増改築相談や耐震相談に対して、円滑かつ効果的な相談業

務の実現を図ることを目的とした協議会のこと。 

 

３９．佐倉市循環バス 

内郷地区と飯野地区で、路線バスの廃止に伴い、平成１５年１２月から運行を開始

したコミュニティバス(佐倉市がバス事業者に委託して運行するバス）。 

 

４０．佐倉市耐震改修促進計画  

市内既存建築物の耐震化に向けた施策を計画的かつ総合的に進め、それによって大

規模地震発生時の人的被害、経済的被害を最小限に抑え、災害に強い安全なまちを

実現することを目的として定めた計画。 

 

４１．佐倉市地域職業相談室 

地域の住民の皆さんの就職の促進及び利便性を図るため、国と連携して、佐倉市地

域職業相談室を平成 19 年 8 月 1 日より開設している。 

 

４２．サービス付き高齢者向け住宅 

高齢者住まい法の基準により登録される、介護・医療と連携し、高齢者の安心を支

えるサービスを提供する、バリアフリー構造の住宅のこと。 

 

４３．市街化区域 

都市計画法に基づき指定された、既に市街地を形成している区域、及び概ね 10 年

以内に優先的かつ計画的な市街化形成が望まれる区域。 

４４．市街化調整区域 

都市計画法に基づき指定された、市街化を抑制すべき区域。建築物の新築、改築等

を行う場合は、開発許可が必要となる。 

 

４５．シックハウス 
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新築やリフォーム工事の後に、建材や塗料、家具等から有害化学物質が発生し、室

内の空気が汚染されて、居住者の身体に頭痛やめまい等の症状をもたらすような住

宅。 

 

４６．市民公益活動サポートセンター 

市民公益活動の推進を図るため、市民、公益活動団体、事業者など様々な関係機関

がお互いに交流できる場所。 

 

４７．住生活基本計画(全国計画) 

住生活基本法に基づき、住宅政策を総合的かつ計画的に推進するための基本的な計

画で、平成 18 年に閣議決定された。基本的な方針として、①ストック重視、②市

場重視、③福祉・まちづくり分野との連携、④地域の実情を踏まえたきめ細かな対

応といった 4 つの横断的視点が示されるとともに、目標や基本的な施策が示された。 

 

４８．住生活基本法 

豊かな住生活の実現を図るため、住生活の安定の確保及び向上の促進に関する施策

について、基本理念、国等の責務、住生活基本計画の策定その他の基本となる事項

について定められた法律。 

 

４９．住宅インスペクション 

住宅に精通した住宅診断士が、第三者的な立場から、また専門家の見地から、住宅

の劣化状況、欠陥の有無、改修すべき箇所やその時期、おおよその費用などを見き

わめ、アドバイスを行う専門業務のこと。 

 

５０．住宅性能表示制度 

住宅の耐久性、居住性、安全性等の主要な性能項目について、消費者にわかりやす

い表現で性能表示を行う制度。 

 

５１．住宅性能保証制度 

新築住宅を対象として、主要構造部分及び屋根防水に係る部分について、１０年間

の瑕疵担保保証を行う制度。 

 

 

 

５２．住宅・土地統計調査 

国の住宅とそこに居住する世帯の居住状況、世帯の保有する土地等の実態を把握し、

その現状と推移を明らかにする調査。この調査結果は、住生活基本法に基づいて作

成される住生活基本計画、土地利用計画などの諸施策の企画、立案、評価等の基礎

資料として活用されている。 

 

49



 

５３．省エネルギー 

社会的・経済的効果をより少ないエネルギーで得られる様にすること。 

 

５４．新規就農 

これまで農業に従事していなかった人が、新たに職業として農業に就業すること。 

 

５５．ストック 

住宅の場合には、ある一時点におけるすべての住宅の数。対になる言葉としては 

「フロー」があり、これはある一定期間内に供給される住宅の量のこと。 

 

５６．セーフティネット 

「安全網」と訳され、網の目のように救済策を張ることで、全体に対して安全や安

心を提供するための仕組みのこと。 

 

５７．総合型地域スポーツクラブ 

地域住民が主体的に運営するスポーツクラブで初心者から競技者まで、子どもから

高齢者までの誰もがそれぞれのレベルなどに応じていつでも活動できるスポーツ

クラブのこと。 

 

５８．総合計画 

まちの将来像と、それをめざすための基本的な施策を表したもので、まちづくりの

基礎を担う計画。 

 

（タ行） 

５９．耐震シェルター 

経済的な理由で大がかりな耐震改修が出来ない場合に、家屋が倒壊しても一定の空

間を確保することで命を守る装置のこと。 

 

６０．耐震診断 

既存の建築物の構造的強度を調べ、想定される地震に対する安全性(耐震性)、受け

る被害の程度を判断する行為のこと。 

 

 

６１．太陽光発電 

建物の屋上などに太陽電池を設置して、太陽の光エネルギーを電気エネルギーに変

換する仕組みのことで、電気を自給して余った電気を電力会社に売却できるシステ

ムもある。 

 

６２．地域まちづくり協議会 

各小学校区を基準として、区域内で活動する自治会・町内会を基盤に、地域で活動
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する団体・組織が、それぞれの目的や活動を尊重し合い、緩やかに連携・協力する

ことで、地域が対応できる課題等に対し、協働してその解決を図っていく組織のこ

と。 

 

６３．地縁組織 

自治会・町内会等の居住地域を中心として活動する組織・団体のこと。 

 

６４．地区計画 

住民の合意に基づき、各地区の特性にふさわしいまちづくりを誘導するための計画。

建築物等に関するきめ細かい規制を行うことができる。 

 

６５．千葉県あんしん賃貸支援事業 

住宅の確保に配慮を要する世帯が民間賃貸住宅への入居を希望する場合に、借主と

貸主の双方の不安を取り除き、安心して賃貸借関係を構築できるよう支援する制度。 

 

６６．長期優良住宅 

長期にわたり良好な状態で使用するための措置が構造及び設備に対して講じられ

た優良な住宅。「長期優良住宅の普及の促進に関する法律」において、①構造躯体

の劣化対策、②耐震性、③間取り等の変更に対応できる可変性、④設備等の維持管

理・更新の容易性、⑤バリアフリー性、⑥省エネルギー性の 6 項目について、一定

以上の性能をもつ住宅とされている。 

 

６７．長寿命化 

日本の住宅の寿命は 30 年前後といわれており、住宅の構造の強化や適切な維持管

理などによって、これを引き延ばすこと。 

 

６８．定期借地方式 

定期借地権を利用して住宅を供給する方式。定期借地権とは、一般の借地権と違い、

借地期間（一般には 50 年）内に建物を除却し、確実に土地を返却しなければなら

ない。1992 年（平成４年）８月に施行された借地借家法において新設されたもの

で、従来の所有権分譲方式よりも低価格での住宅供給が可能になる。 

 

６９．定期借家制度 

「良質な賃貸住宅の供給の促進に関する特別措置法」により、2000（平成 12）

年３月１日から開始された借家の契約制度で、契約で定めた期間の満了により更新

されることなく確定的に契約が終了（再契約は可能）するもの。 

 

７０．低炭素建築物 

二酸化炭素の排出の抑制に資する建築物であり、省エネ法の省エネ基準に比べ、一

次エネルギー消費量が△10％以上となること、及びその他の低炭素化に資する措置
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が講じられた住宅のこと。 

 

７１．低炭素社会 

二酸化炭素の排出が少ない社会のこと。 

 

７２．デマンド交通 

デマンド対応型交通（Demand Responsive Transport: DRT）方式とは、利用

者の要求に対応して運行する形態のこと。 

 

７３．独立行政法人住宅金融支援機構 

民間金融機関による長期固定金利型住宅ローンの供給を支援・補完する独立行政法

人。2007 年(平成 19 年)に住宅金融公庫を引き継ぎ設立。 

 

７４．独立行政法人都市再生機構(UR) 

2004 年(平成 16 年)、都市基盤整備公団と地域振興整備公団の地方都市開発整備

部門を改組して新設された独立行政法人。都市基盤整備公団から継承した賃貸住宅

の管理等を行うとともに、民間や地方公共団体が行う事業の支援・協力に取り組み、

都市再生を実現することにより、都市の健全な発展と国民生活の安定向上に寄与す

ることを目的としている。 

 

７５．都市マスタープラン 

都市づくりの具体性ある将来ビジョンを確立し、個別具体の都市計画の指針とし

て地区別の将来のあるべき姿をより具体的に明示し、地域における都市づくりの課

題とこれに対応した整備等の方針を明らかにする計画。 

 

(ナ行) 

７６．長嶋茂雄記念岩名球場 

佐倉市名誉市民で読売巨人軍終身名誉監督の長嶋茂雄さんが佐倉市民栄誉賞を受

賞され、平成 25 年 7 月 12 日に表彰式が行われた。この日から岩名運動公園の岩

名球場が「長嶋茂雄記念岩名球場」と名称が変更され、新球場名の除幕式が行われ

た。 

７７．認可外保育施設 

保育を行うことを目的とする施設であって、認可保育園以外のものを認可外保育施

設（無認可保育園）と総称して呼んでいる。 

 

７８．農地基本台帳システム 

  毎年農家等の営農状況や農地の耕作状況を把握し、電算システム化したもの。 

 

（ハ行） 

７９．バリアフリー 
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高齢者や障害者等の日常の生活行動の上での制約をできる限り排除するため、身体

機能の低下や障害等に配慮した設計・仕様のこと。住宅においては、床の段差の解

消、手すりの設置、車いすが通行可能な廊下等の幅の確保等がある。 

 

８０．ＰＦＩ方式 

公共サービスの提供に際して公共施設が必要な場合に、従来のように公共が直接施

設を整備せずに民間資金を利用して民間に施設整備と公共サービスの提供をゆだ

ねる手法のこと。 

 

８１．被災建築物応急危険度判定士 

大規模災害である大地震や余震により被災した建築物を調べ、その後に発生するさ

らなる余震などによる倒壊の危険性、外壁、看板や窓ガラスなどの落下、付属設備・

機器の転倒・落下などの応急危険度判定を行うことのできる資格を持った人のこと

である。人命にかかわる二次的災害を防止する判定を行う。 

 

８２．被災宅地危険度判定士 

大規模な地震・大雨などで被害を受けた宅地を調査し、二次災害の危険度を判定す

る技術者。地方公共団体の要請に応じて、宅地の亀裂などの被害状況を調べる。 

 

８３．避難弱者 

高齢者や障害者などで自力または迅速に避難することが困難な方。 

 

８４．ファミリーサポートセンター 

地域において、「子育てのお手伝いをしたい」、「子育ての手助けをしてほしい」人

たちが会員となり、子育てが大変なときに地域で支援し合うシステムのこと。 

 

８５．フィルムコミッション 

映画等の撮影場所誘致や撮影支援をする機関である。地方公共団体（都道府県・市

町村）か、観光協会の一部署が事務局を担当していることが多い。映画撮影などを

誘致することによって地域活性化、文化振興、観光振興を図るのが狙いとされる。 

８６．保育園待機児童 

保育園の入園を希望しているが、希望する保育所が満員である等の理由で保育園に

入園できない状態にある児童。 

 

８７．防災行政無線 

佐倉市では市内の学校や公園などに防災行政無線(屋外子局)を整備している。災害

時の避難勧告等の防災情報をはじめ、平常時には市からの行政情報(光化学スモッグ

や行方不明者等の情報)などを放送している。 

 

８８．防犯優良マンション認定制度 
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犯罪の防止に配慮した構造や設備などの一定の審査基準を満たしたマンションを

認定する制度のこと。 

 

８９．ボランティアセンター 

佐倉市社会福祉協議会内に設置されている機関でボランティアを希望する方を登

録しボランティアを必要とする方とのコーディネートを行っている。 

 

（マ行） 

９０．マッチング 

種類の異なったものを組み合わせること。 

 

９１．マンション管理士 

専門知識をもってマンション管理組合の運営、大規模修繕等を含む建物構造上の技

術的問題、その他マンションの維持・管理に関して、管理組合の管理者等又はマン

ションの区分所有者などの相談に応じ、適切な助言や指導、援助等のコンサルティ

ング業務を行う。 

 

９２．マンション管理組合 

建物の区分所有等に関する法律に基づき区分所有建物（分譲マンション・団地等）

を区分所有する区分所有者によって構成される団体のこと。 

 

９３．ミスマッチ 

不釣り合い。 

 

（ヤ行） 

９４．養育支援ヘルパー 

産前産後の体調不良などにより、家事や育児が困難なご家庭に、日常的な掃除・洗

濯・食事の支援などを手伝うホームヘルパーのこと。 

 

９５．要配慮者 

障害者や高齢者、外国人、乳幼児、妊産婦などの要援護者のうち災害が発生し、ま

たは災害が発生する恐れがある場合において、自ら避難することが困難でありその

円滑かつ迅速な避難の確保を図るために、特に支援を要する者などが想定されてい

る。 

 

 ９６．要援護者 

  障害者や高齢者、外国人、乳幼児、妊産婦など援護が必要なもの。 

 

９７．ユニバーサルデザイン 

高齢者や障害者だけでなく、誰もが使いやすいデザインを意味したもので、バリア
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フリーをさらに発展させた概念のこと。 

 

（ラ行） 

９８．ライフスタイル 

人生観・価値観・習慣などを含めた生活様式のこと。 

 

９９．ライフステージ 

年齢にともなって変化する生活段階のこと。 

 

１００．リノベーション 

建物の持つもともとの性能以上に新たな付加価値を再生させること。 

 

１０１．リバースモーゲージ 

通常の住宅融資が、契約時に一括融資を受け、契約期間中に元利合計を分割返済す

る仕組みであるのに対し、リバースモーゲージは、住宅に住みつつその住宅を担保

として生活資金等の融資を受け、死亡した時点などでその住宅を処分して元利合計

を一括返済して清算する仕組みのこと。 

 

１０２．リフォネット 

国土交通省の「住宅市場整備行動計画」に基づき、リフォーム事業者の情報を中心

に、住宅リフォームを検討する消費者が安心してリフォームを実施するために必要

となる情報を、公正・中立な立場でインターネットを通じて提供するサイト。リフ

ォネットでは、消費者の適切なリフォーム事業者選択に資するため、事業者が自ら

その情報を公開するという趣旨から、事業者の申請に基づき登録し、その事業者情

報を掲載し提供している。 

 

１０３．リフォーム 

居住中の住宅の改築や改装、特に内外装の改装を差します。 

１０４．リペア 

修理、修繕、手直し、復旧作業のこと。 

 

１０５．緑化協定 

緑地の保全や緑化の促進を目的として、土地の権利者全員の合意により協定を結ぶ

制度。植栽する樹木の種類や場所等について定めることができる。 

 

１０６．臨時災害 FM 放送に関する協定 

臨時災害 FM 放送局は、大きな災害が発生した際に、自治体に対して臨時かつ限定

的にその放送が許可されるもので、災害情報、被災地の生活に必要な情報などを伝

達する手段として、東日本大震災などでは、その役割が大きく注目をされることと

なりました。佐倉市では地元のケーブルテレビ会社である株式会社広域高速ネット
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二九六との協力のもと、万が一の際に許可さえおりればいつでもすぐに放送が行え

るよう「臨時災害 FM 放送に関する協定」を締結しました。 

 

１０７．ルームシェア 

住まいの居住形態の一つ。ひとつの住居を親族関係や恋愛関係にない他人同士が、

シェアして（つまり共同で借りたり、共有して）居住することを指します。 

 
１０８．6 次産業化 

農業や水産業などの第一次産業が、食品加工(第二次産業)・流通、販売(第三次産

業)にも業務展開している経営形態を表す。 
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２ 佐倉市の現況 

    

２．１ 人口・世帯数・年齢構成 

  佐倉市の人口は、平成２２年１０月１日時点で１７２，１８３人、世帯数は６

５，０３５世帯であり、人口増加率は平成１２年から平成２２年までの１０年の

間はプラス０．７％、人口数は９３７人増加したものの、ほぼ横ばい状態にあり

ます。一方、世帯数は３，９２７世帯増加しています。ただし、１世帯あたりの

人員は年々減少しており、平成２２年は２．６人/世帯となっています。 

 

（国勢調査 各年１０月１日現在） 

  

 

 

 平成２年 平成７年 平成１２年 平成１７年 平成２２年 

総 人 口 ( 人 ) 144,688 162,624 170,934 171,246 172,183 

世帯数(世帯) 43,867 52,254 57,805 61,108 65,035 

世帯人員(人) 3.3 3.1 3.0 2.8 2.6 

 

  

144,688  
162,624  

170,934  171,246  172,183  

43,867  
52,254  57,805  61,108  65,035  

3.3 
3.1 3 

2.8 
2.6 

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

0

40,000

80,000

120,000

160,000

200,000

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 

世
帯
人
員

 

人
口
・
世
帯
数

 

人口・世帯数及び世帯人員の推移 
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57



≪年齢別人口≫ 

佐倉市の年齢３区分別人口の推移を見てみると、老齢人口（６５歳以上）が増 

加している一方で、年少人口（１５歳未満）及び生産年齢人口（１５歳以上６５ 

歳未満）は減少しています。 

割合で見てみると年少人口は、平成１７年の１２．９％から平成２２年では 

１２．５％でほぼ横ばい状態ですが、生産年齢人口は、約５％減少し、反対に老齢

人口は、約５％増加しています。 

 

 

（国勢調査 各年１０月１日現在） 

 

 

  

 

 

  

16.5% 14.3% 12.9% 12.5% 

73.4% 73.0% 70.1% 65.2% 

10.1% 12.7% 17.0% 22.3% 

平成７年 平成１２年 平成１７年 平成２２年 

年齢三区分別人口構成比 
年少人口 生産年齢人口 老齢人口 
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≪世帯人員数別世帯数比率≫ 

 佐倉市の世帯人員別に見てみると、単身世帯及び２人世帯の割合が年々増加して

いる一方で４人世帯以上の割合は減少していますが、３人世帯はほぼ横ばいで推移

しています。平成２２年１０月１日現在、単身世帯及び２人世帯の割合は５０％を

超えています。 

  

 

（国勢調査 各年１０月１日現在）    
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≪合計特殊出生率≫ 

現在の人口を維持するために必要とされる合計特殊出生率※21は概ね2.08 とさ

れていますが、千葉県の合計特殊出生率は、平成８年（1996 年）で1.33、その

後さらに減少し、平成19 年（2007 年）では1.25 となっています。 

一方、佐倉市の合計特殊出生率をみると、千葉県と比べてさらに低く推移し、平

成19 年（2007 年）では1.11 となっています。 

本市では出生数そのものは、年によって多少の増減はあるもののほぼ横ばいに推

移していますが、これから子どもを産む世代の女性の数が減少してくると予想され

ることや現在の合計特殊出生率の水準を考え合わせると、今後一層の少子化が進ん

でいくものと考えられます。 
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≪将来人口推計≫ 

国立社会保障・人口問題研究所の資料（平成２５年３月）によれば、平成２２ 

年国勢調査時の佐倉市の人口は、１７２，１８３人、平成３７年における推定人 

口は、１６１，９７２人、平成５２年の推定人口は、１３８，１７２人となって 

おり、平成２２年の人口を１００％とすると、平成３７年の推定人口は９４．１％、

平成５２年の推定人口は８０．2％となります。 
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 3,647 
3,927 

4,662 
5,789 
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6,552 
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5,135 
5,089 
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8,816 
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19 

5 
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3,364 
3,817 
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6,736 
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6,557 

8,931 
7,101 
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4,183 
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2,473 

1,769 
1,126 
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84 
8 

佐倉市の人口構造（H14.3.31住民基本台帳） 

男性(人) 女性(人) 

≪高齢人口の推移≫ 

本市の人口は微増傾向で推移し、平成 23 年 9 月末現在（住民基本台帳）の人 

口は、176,118 人となっています。高齢者の人口は、今後も増加を続ける見込み

で、平成 26 年には 47,425 人になると推計されます。 

本市の人口構造について、人口ピラミッド（過去と現在における佐倉市の人口 

構造」参照）で比較すると、この 20 年間に大きく変容し、少子化・高齢化の傾向

が顕著になっていることがわかります。 

 

過去と現在における佐倉市の人口構造 

    
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年少人口 23,766 人 13.6% 
生産年齢人口 126,962 人 72.7% 
老年人口 23,896 人 13.7% 

合 計 174,624 人 100.0% 
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佐倉市の人口構造（H4.3.31住民基本台帳） 

男性(人) 女性(人) 20 年前 
 
世帯数 1 世帯当たり人員 

47,805 世帯 3.16 人／世帯 

 

   
   

   
   

    

 

年齢三区分 人口 割合 
年少人口 27,961 人 18.5% 
生産年齢人口 109,631 人 72.5% 
老年人口 13,630 人 9.0% 

合 計 151,222 人 100.0% 

 

10 年前 

 世帯数 1 世帯当たり人員 
62,497 世帯 2.79 人／世帯 
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佐倉市の人口構造（H24.3.31住民基本台帳） 

男性(人) 女性(人) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 超高齢社会における取組の方向性及び対応策に関する検討報告書） 
 

≪高齢世帯の推移≫ 

本市の世帯構成について、高齢単身世帯と高齢夫婦世帯に着目して推移を見ると、

20 年の間にいずれも 5 倍程度に増加しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 超高齢社会における取組の方向性及び対応策に関する検討報告書） 

 

年齢三区分 人口 割合 
年少人口 21,588 人 12.3% 
生産年齢人口 113,290 人 64.3% 
老年人口 41,194 人 23.4% 

合 計 176,072 人 100.0% 

世帯数 1 世帯当たり人員 
71,665 世帯 2.46 人／世帯 
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佐倉市の人口構造（H4.3.31住民基本台帳） 

男性(人) 女性(人) 
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２．２ 市街地の特性  

佐倉市は鉄道駅を中心に、駅前の商業地、既成市街地、計画的住宅団地という

形で市街地を形成しており、市街地の外側には農村集落が点在する都市構造とな

っています。 

区域区分制度により市域の約７７％が市街化調整区域に指定されており、市街

地の無秩序な拡大を抑制してきた結果、駅前を中心に市街地がコンパクトに集積

されています。このため、下水道普及率が約９１％に達する等、効率的なインフ

ラ整備を進めてくることができました。また、環境負荷の低減等の観点からも、

公共交通を中心とした、歩いて暮らせるまちづくりがしやすいという特徴があり

ます。 

 

 

２．３ 市街化調整区域 

 区域区分制度により市域の約７７％が市街化調整区域に指定されており、市街

地の無秩序な拡大を抑制してきた結果、豊かな自然環境が残されています。 

 佐倉市の自然環境は、印旛沼とそれに注ぐ鹿島川、高崎川、手繰川、小竹川等

の水環境に恵まれており、また、下総台地の端部に位置することから、緑豊かな

斜面林と谷津や湧水が多いという特徴があります。 

一方で近年では、里山の斜面林の減少に加え、耕作放棄地が増加する等、緑の

減少が危惧されているほか、印旛沼の水質改善などの課題もあります。 

 

 

２．４ 佐倉市を取り巻く周辺の状況 

佐倉市は京成電鉄本線、ＪＲ東日本鉄道総武本線・成田線により、東京都心と

１時間以内で結ばれており、また成田空港からも２０分の距離に位置しています。

自動車交通に関しても、東関東自動車道佐倉インターチェンジを介して、東京・

成田方面と結ばれています。 

佐倉市の周辺では、八千代市、印西市、千葉市、成田市が大きな商圏を構成し

ているほか、平成２２年７月に開業した成田スカイアクセス沿線、成田国際空港

及び周辺に計画されている集客施設、圏央道の延伸などにより、地域経済の活性

化が見込まれることから、本市においても近隣市町との連携を強化する必要があ

ります。 
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２．５ 住宅ストックの現状 

 

２．５．１ 住宅・住宅環境等 

≪住宅数と居住世帯数の推移≫ 

 本市の総住宅数は、平成 20 年の住宅・土地統計調査によると、75,980 戸であ

り、そのうち居住世帯を含むものが 65,340 戸(85.9%)を占め、居住世帯以外のも

のが 10,640 戸(14.0%)となっています。 

 住宅の総数が居住の世帯数を上回っており、量的には充足されています。 

 

平成２０年住宅・土地統計調査より 

 

 

≪住宅所有状況≫ 

 佐倉市の住宅所有状況は、持ち家率は８２％と高く、近隣市の成田市、八千代市

の約５８％から約６４％と比べ高い状態となっています。また、公団等を含む公営

住宅については、四街道市、八街市とともに佐倉市は１％と非常に少ない状況です。

 

平成２０年住宅・土地統計調査より 

65,340 
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8,020 
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2.4  

3.3  

佐倉市 
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四街道市 

成田市 

八千代市 

千葉県 

持家 公的住宅 民間借家 給与住宅 

計 68,070 戸 

計 75,980 戸 

（戸） 
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≪住宅戸数と空き家率≫ 

 平成２０年の住宅・土地統計調査において、全国平均として、賃貸住宅の空き部

屋、別荘、建売住宅の未契約分などを含め、空き家率は１３．１％となっています。

佐倉市の空き家率は、全体約７４，０００棟の１１，１％ですので、約８，２００

棟となっています。 

 

平成２０年住宅・土地統計調査より 

 

 

≪賃貸住宅の現状≫ 

 賃貸住宅の家賃については、近隣市の八千代市、成田市に比べ、１戸当たりの家

賃単価は安い傾向にあります。戸当たり面積の広い物件が多く、総額として家賃は

近隣市と比べやや高めになっています。 

（賃貸住宅の面積別戸数） 

 

平成２０年住宅・土地統計調査より 

二次的住宅 
 220 

賃貸用の住宅 
3,530 

売却用の住宅 
1,050 

その他の住宅 
3,420 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000

空き家戸数 ８，２２０戸   

0
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八千代市 

（㎡） 

（戸） 

（戸） 
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（賃貸住宅の家賃別戸数） 

 
 

 

≪住宅の着工件数≫ 

本市の住宅着工件数は、平成１８年に１５７５戸となっています。そのうち８３

８戸が分譲住宅となっており、半数を超えています。持家は過去１０年間はほぼ横

ばいで、分譲住宅は減少傾向にあります。平成１８年までは市場が拡大傾向でした

が、平成１９年の建築基準法の改正による、建築確認の厳格化や経済の低迷等の外

部要因が大きいと考えられます。 

 
千葉県建築物統計資料による 
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２．５．２ 居住水準等 （最低・誘導） 

  主世帯総数（居住水準「不詳」を除いた６３，９７０世帯）に対する居住水準

は、「最低居住水準※35未満」４％（2，470世帯）、「最低居住水準以上誘導居

住水準未満」３０％（１９，２１０世帯）、「誘導居住水準以上」６６％（４２，

２９０世帯）となっています。 

また、世帯人員居住水準世帯についてみると、「２人」世帯で誘導水準以上が

８０％を超えている状況です。一方、最低居住水準未満の割合は、多世帯ととも

に、単身者世帯においても多くなっています。 

 

≪世帯人員別居住水準別世帯≫ 

 

平成２０年住宅・土地統計調査より 

 

≪世帯人員別の最低居住水準未満に住む世帯の割合≫ 

 

平成２０年住宅・土地統計調査より 
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 家族類別では、最低居住水準未満に住む世帯は、その２２％が「６５歳未満の単

身世帯」であり、次いで「３０歳から６４歳までの単身世帯」が２１％、「夫婦のみ

世帯」が１７％となっています。 

 

≪家族類型別での最低居住水準未満に住む世帯割合≫ 

 
平成２０年住宅・土地統計調査より 

 

≪住宅ストックの建設時期≫ 

 建設時期は、「昭和５６年から平成２年」までと「平成３年から平成１２年まで」

それぞれ３１％と全体の６割を占めています。 

 
平成２０年住宅・土地統計調査より 
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構造別住宅の建設時期については、昭和５５年以前は木造住宅の占める割合が多

く、また、昭和５６年からは新耐震基準が採用されており、これ以降に建てられた

住宅（約２４，０００戸）は耐震性を満たしています。 

 一方、それ以前に建てられた住宅などで基準を満たしていない建物数は、約１４，

０００戸となっています。これは住宅全体の２０％を占めており、特に木造の住宅

が多くなっています。 

 

≪構造別住宅の建設時期≫ 

 
平成２０年住宅・土地統計調査より 

≪住宅ストックの設備状況≫ 

「高齢者対応」 

バリアフリーの状況を見ると、高齢者のための設備が（１つ以上）ある住宅は、

住宅全体の 40％近くとなっており、持家 78％、借家 7％となっています。また、

高齢者がいる世帯では 78％に高齢者のための設備が設置されています。 

高齢者に対応した設備のある住宅数とその割合 

 

平成２０年住宅・土地統計調査より 
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「各所有関係の総数に対する比率」 

 

平成２０年住宅土地統計調査による 

 

 

「省エネルギー設備」 

                      平成２０年住宅・土地統計調査より    
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住宅の省エネルギー設備面をみると、二重サッシ等の設置されている住宅が

21％となっていますが、太陽熱を利用した設備は３．５％、太陽光を利用した発

電機は 1.1％となっています。 

 

 

平成２０年住宅・土地統計調査より 

 

≪１戸当たりの居室数≫ 

 本市は、近隣の八千代市、成田市に比べると持家は成田市に次ぎ２番目の居室

数を持ち、借家は八千代市とほぼ同規模となっています。 

「持 家」                   

 

「借 家」 

 

平成２０年住宅・土地統計調査より 
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≪１戸当たりの延べ面積≫ 

本市は、近隣市の八千代市、成田市に比べ、借家は延べ面積が大きいことが分

かります。 

 

「持 家」 

 

 

「借 家」 

 
平成２０年住宅・土地統計調査より 
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≪建築年代別に見た住宅の建設戸数≫ 

 本市の住宅建設は、民間の開発により昭和４０年代当初より増え始め、昭和４

６年から平成２年までの２０年間に急激に増加し、その後は減少傾向にあります。 

 

平成２０年住宅・土地統計調査より 

 

 

≪住宅リフォーム等の状況≫ 

 住宅のリフォームは、昭和３６年から４５年までに建築された住宅は約３５％、

昭和４６年から平成２年までに建築された住宅の概ね４０％がリフォームを行っ

ています。 

 

平成２０年住宅・土地統計調査より 
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≪住宅の取得方法≫ 

 住宅の取得方法としては、新築住宅の購入(主に建売住宅や分譲住宅のケース)が

35％(16,720 戸)、次いで新築(土地を取得し、建物を新築するケース)が 29％

(13,960 戸)、建て替えが 15％(7,430 戸)、中古住宅の購入が 14％(6,570 戸)

と多様になっています。 

 

 

平成２０年住宅・土地統計調査より 

 

 

 

 

２．５．３ 住宅の耐震化の現状 

  本市の住宅の総数は、平成２０年住宅・土地統計調査によれば、約６５０００

戸です。このうち木造が約４６０００戸、非木造が１９０００戸と推測されます。 

住宅約４６０００戸の内、昭和５５年以前のものは約１４０００戸、うち１３

０００戸が木造、非木造が１０００戸です。木造の住宅のうち１４７０戸は耐震

改修工事が行われているとされており、耐震化率は約８１％です。 

 

区分 総数 昭和 5５年以前 うち補強済等 耐震化率 

住宅 約 65,000 戸 約 14,000 戸 約 1,470 戸 約 81％ 
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２．５．４ 公営住宅の現状 

本市には、市営住宅が６団地あり、管理戸数は２３４戸です。 

構造は、木造平屋１戸建が２団地７戸であり、その他は耐火、準耐火構造が４団

地２２７戸です。 

  建築年別に見ると、平成元年以降に建築された団地は耐火構造であり、それ以

前は、木造、準耐火構造となっています。 

① 団地別・構造別・建築年別戸数 

                      ( 平成２５年４月１日現在 ) 

団地名 建築年 

構 造 別 戸 数 

管理戸数 木 造 準耐火

(CB) 

耐 火

(RC) 

根 郷 住 宅 昭 和 ３ １ 年 １   １ 

真 野 台 住 宅 昭 和 ３ ３ 年 ６ ４  １０ 

上 座 住 宅 昭 和 ４ ２ 年  １０  １０ 

堀 の 内 住 宅 平 成 元 年   ２７ ２７ 

藤 沢 住 宅 平 成 ２ ～ ３ 年   ６６ ６６ 

大 蛇 住 宅 平成17～18年   １２０ １２０ 

計  ７ １４ ２１３ ２３４ 

構成比  3.0％ 6.0％ 91.0％ １００％ 

CB:コンクリートブロック造(準耐火構造)  RC:鉄筋コンクリート造(耐火構造) 

 

Ⅰ 建築年別市営住宅管理戸数 

 

120 

93 

10 

11 

平成１０年 ～１９年 
(大蛇住宅) 

平成元年  ～ ９年 
(堀の内・藤沢住宅) 

昭和４０年 ～４９年  
(上座住宅) 

昭和３０年～３９年 
(根郷・真野台住宅) 

建築年別市営住宅管理戸数 

（戸） 
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② 住戸タイプ別戸数 

 

団 地 名 
住   戸   タ   イ   プ   ( 戸 ) 

計 
１DK ２DK  ２LDK ３DK  ４DK 

根 郷 住 宅  
   １ 

 

 １ 

真野台住宅 
 １０ 

(1) 

   １０ 

(1) 

上 座 住 宅 
 １０ 

  

   １０ 

堀の内住宅 
 ６ 

 

 １８ ３ ２７ 

藤 沢 住 宅 
 １８   ４８

(2) 

 ６６ 

(2) 

大 蛇 住 宅 
１１ 

(1) 

６８ 

(2) 

１１ ３０  １２０ 

(3) 

計 
１１ 

(1) 

１１２

(3) 

１１ ９７ 

(2) 

３ ２３４ 

(6) 

4.7％ 47.8％ 4.7％ 41.5％ 1.3％  

＊ ( )内は、車いす対応住宅数を示す   

 

 

 

 

 

11 

112 

11 

97 

3 

1  Ｄ Ｋ 

2  Ｄ Ｋ 

2ＬＤＫ 

3  Ｄ Ｋ 

4  Ｄ Ｋ 

住戸タイプ別戸数 

（戸） 
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③ 耐用年限経過状況 

  耐用年数経過管理戸数 （平成２５年４月１日） 

区 分 
耐用年数 

（年） 

耐用年数経過 

（戸） 

耐用年数 

1/2未経過 
計 

木  造 ３０  ７  ０  ７  

準 耐 火 ４５  １４  ０  １４  

耐  火 ７０  ０  ２１３  ２１３  

合 計 
２１  ２１３  ２３４  

９％  ９１％  １００％  

 

 

 

 

 

 

 

78



佐倉地区 

【地区の特性】 

佐倉地区は、江戸時代には佐倉城とその周

辺の城下町として栄えるなど古くから本市の

中心部としての機能を果たしてきており、現

在も多くの行政施設が集中しています。 
 鉄道駅は京成本線佐倉駅及び大佐倉駅の２

駅が整備されていますが、佐倉駅を中心とし

て商業的土地利用、住居系土地利用が広がっ

ています。 
 新町・裏新町・宮小路町等は、旧城下町の

町割りや歴史的な風情を残す、市内でも特徴

のあるエリアであるため、その特徴を活かし

たまちの活性化が求められています。 
 
 
【人口の推移】 

地区の総人口は平成２５年と平成１５年を 

比べると約１３００人の減となっている。 

また年少人口の比率が約１.６％減り、老年 

人口は約１７．６％から２８．１％と大幅 

に増えている。 

                                （単位：人） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【三区分別人口の推移】      （単位：人）  【三区分別人口の構成比率】   （単位：人） 

  0～14歳 15～64 歳 65歳以上 総数    0～14歳 15～64 歳 65歳以上 

H15 3,683 21,773 5,447 30,903  H15 11.9% 70.5% 17.6% 

H20 3,204 20,215 6,806 30,225  H20 10.6% 66.9% 22.5% 

H25 3,057 18,254 8,329 29,640  H25 10.3% 61.6% 28.1% 

      市全体 H25 12.2% 63.3% 24.5% 
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地価の状況】※公示価格の平均値（３か年すべて標準地として使用されている地点の平均値） 

       平成２５年（６３９２５円）は平成１５年（８７３１３円）から約２６．８％ 

       下落している。                   （単位：円／㎡） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【住宅着工件数】 ※建築確認申請の申請件数 

         専用住宅は平成２２年に６９件と一旦減少したが、徐々に件数を増やし平 

成２４年は８９件となっている。          （単位：件） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【開発件数】 ※都市計画法第２９条の申請件数 

      １０００㎡未満については、平成２０年に１５件あったが、平成２４年には１件 

      と大幅に件数が減った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【課題】 

 ・駅前商業地や歴史的な環境の商業地などの活性化 
 ・歴史的な観光資源の有効的な活用 

 

【対応策】 

・地域連携活動や商店街事業の展開、コミュニティビジネスの推進を検討 
・市内の歴史文化資産の保全活用や歴史的建造物の保全・整備 
・旧城下町周辺の歴史的資産を観光の核として活用 
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臼井地区 

【地区の特性】 

 臼井地区は、古くは臼井城の城下町であ

り、江戸時代には成田街道の宿場町として栄

えた地区で、駅北側には当時の名残を思わせ

る町割りが残されています。 
 鉄道駅は京成本線臼井駅が整備されてお

り、ここを中心として商業的土地利用、住宅

系土地利用が広がっています。 
 人口は志津地区に次いで２番目に多い地

区ですが、地区の北側は印旛沼の豊かな水辺

環境が残されており、自然環境の豊かさも共

存しています。 
 
 
【人口の推移】 

地区の総人口は平成２５年と平成１５ 

年を比べると約１８００人の減となってい

る。また年少人口の比率が約０.５％減り、

老年人口は約１３．８％から２６．５％と大

幅に増えている。 

                  

（単位：人） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【三区分別人口の推移】      （単位：人）  【三区分別人口の構成比率】   （単位：人） 

  0～14歳 15～64 歳 65歳以上 総数    0～14歳 15～64 歳 65歳以上 

H15 3,972 24,374 4,546 32,892  H15 12.1% 74.1% 13.8% 

H20 3,821 21,891 6,311 32,023  H20 11.9% 68.4% 19.7% 

H25 3,600 19,272 8,254 31,126  H25 11.6% 61.9% 26.5% 

      市全体 H25 12.2% 63.3% 24.5% 
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【地価の状況】※公示価格の平均値（３か年すべて標準地として使用されている地点の平均値） 

       平成２５年（６４３４０円）は平成１５年（８６６３０円）から約２５．７％ 
       下落している。                   （単位：円／㎡） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【住宅着工件数】 ※建築確認申請の申請件数 

         専用住宅は平成２３年に５６件と一旦減少したが、平成２４年はこの５年 

間で最も多い１０２件となっている。        （単位：件） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【開発件数】 ※都市計画法第２９条の申請件数 

      １０００㎡未満については、平成２１年に８件あったが、平成２４年は０件 

      となった。                       （単位：件） 

      と大幅に件数が減った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【課題】 

  ・印旛沼などの自然環境の保全及び活用 
  ・経年した団地などの既存ストックの活用 
 

【対応策】 

・自然や歴史・文化資産などを活用した観光政策の展開 
・中古住宅の流通促進方策の検討 
・空き家の実態把握の調査とその活用方策の検討 
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志津地区 

【地区の特性】 

 志津地区は本市の最西端に位置し、都心へ

の距離が最も近い地区となっています。 
鉄道駅は京成本線志津駅、ユーカリが丘駅

の２駅が整備されており、ここを中心として

商業的土地利用、住宅系土地利用が広がって

います。 
 地区内の面積に占める市街化区域面積が

最も広いことから、市内の４割を占める人口

が集中しているうえ、区画整理が完了して間

もない西ユーカリが丘エリアには更なる人

口流入が見込まれます。 
 
  
【人口の推移】 

地区の総人口は平成２５年と平成１５年 

を比べると約３６００人の増となっている 

。また年少人口の比率が約０.６％減り、 

老年人口も約１３．９％から２３．９％と 

大幅に増えている。 

                                （単位：人） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【三区分別人口の推移】      （単位：人）  【三区分別人口の構成比率】   （単位：人） 

  0～14歳 15～64 歳 65歳以上 総数    0～14歳 15～64 歳 65歳以上 

H15 9,980 51,876 10,000 71,856  H15 13.9% 72.2% 13.9% 

H20 9,744 49,209 14,135 73,088  H20 13.3% 67.3% 19.4% 

H25 10,001 47,419 18,070 75,490  H25 13.3% 62.8% 23.9% 

      市全体 H25 12.2% 63.3% 24.5% 
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【地価の状況】※公示価格の平均値（３か年すべて標準地として使用されている地点の平均値） 

       平成２５年（７８６９２円）は平成１５年（１０３０９２円）から約２３．７％ 

       下落している。                   （単位：円／㎡） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【住宅着工件数】 ※建築確認申請の申請件数 

         専用住宅は平成２２年に４８１件をピークに、徐々に件数を減らし平 

成２４年は３６２件となっている。        （単位：件） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【開発件数】 ※都市計画法第２９条の申請件数 

      １０００㎡未満については、平成２２年には４件と大幅に件数が減ったが、平成 

２３年、平成２４年と件数が増え、平成２４年は９件だった。（単位：件） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【課題】 

  ・小型店舗の衰退など商店街の活性化 
  ・経年した団地などの既存ストックの活用 
  ・主要道路の整備や生活道路の安全対策 
 

【対応策】 

・地域連携活動や商店街事業の展開、コミュニティビジネスの推進を検討 
・中古住宅の流通促進方策の検討 
・空き家の実態の把握とその活用方策の検討 
・空洞化住宅地のサポート 
・安全で快適な歩行環境整備などの推進 

0

5

10

15

20

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ 

1,000㎡未満 

1,000～
3,000㎡未満 
3,000～
5,000㎡未満 

0
20
40
60
80

100
120

Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 

専用住宅 
共同住宅 
その他 

0
20000
40000
60000
80000

100000

平成15年 平成20年 平成25年 

佐倉地区

（8か… 

0
10
20
30
40
50
60

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ 

1,000㎡未満 

1,000～
3,000㎡未満 
3,000～
5,000㎡未満 
5,000㎡以上 

0
100
200
300
400
500
600

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ 

専用住宅 
共同住宅 
その他 

0

50000

100000

150000

平成15年 平成20年 平成25年 

志津地区

（13か所） 
佐倉市平均

(41か所) 

84



根郷地区 

【地区の特性】 

 根郷地区は東関東自動車道佐倉インターチ

ェンジや、第一・第二・第三工業団地、熊野

堂工業団地が整備されており、産業の中心地

となっています。 
 鉄道駅はＪＲ総武本線佐倉駅が整備されて

おり、ここを中心として商業的土地利用、住

居系土地利用が広がっています。 
 現在区画整理が施行中である寺崎では、住

宅地や商業施設などの集積が進んでおり、新

たな人口流入が見込まれています。また、イ

ンターチェンジと工業団地の近接性を活かし

たまちづくりの促進も求められています。 
 
【人口の推移】 

地区の総人口は平成２５年と平成１５年を 

比べると約８０人の減とほぼ横ばいの状態 

となっている。また年少人口の比率が約 

２．２％減り、老年人口は約１２．１％か 

ら約２０．６％と大幅に増えているが、市 

全体の２４．５％比べると低い。 

                           （単位：人） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【三区分別人口の推移】      （単位：人）  【三区分別人口の構成比率】   （単位：人） 

  0～14歳 15～64 歳 65歳以上 総数    0～14歳 15～64 歳 65歳以上 

H15 3,550 18,554 3,044 25,148  H15 14.1% 73.8% 12.1% 

H20 3,249 18,056 3,951 25,256  H20 12.9% 71.5% 15.6% 

H25 2,992 16,924 5,157 25,073  H25 11.9% 67.5% 20.6% 

      市全体 H25 12.2% 63.3% 24.5% 
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【地価の状況】※公示価格の平均値（３か年すべて標準地として使用されている地点の平均値） 

       平成２５年（３４７８０円）は平成１５年（４７１７０円）から約２６．３％ 

       下落している。                   （単位：円／㎡） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【住宅着工件数】 ※建築確認申請の申請件数 

         専用住宅については平成２０年に６９件から毎年件数を増やし平成２４年 

は９６件となっている。            （単位：件） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【開発件数】 ※都市計画法第２９条の申請件数 

      １０００㎡未満については、平成２０年に９件あったが、平成２４年には０件 

      と申請がなかった。                 （単位：件） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【課題】 

  ・駅前商業地などの活性化 
  ・インターチェンジを活かした工業団地の促進 
 

【対応策】 

・地域連携活動や商店街事業の展開、コミュニティビジネスの推進を検討 
・交通インフラを活かした産業誘致を促進 
・進出企業に住宅・アメニティの情報や優遇関連の周知制度を拡充 
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和田地区 

【地区の特性】 

和田地区は、地区面積全てが市街化調整区

域となっており、豊かな自然環境が今も多く

残されている地区です。 
 地区内に鉄道駅はなく、ＪＲ総武本線南

酒々井駅が比較的近い位置に整備されていま

す。 
 地区面積のほとんどが市街化調整区域に指

定されており、無秩序な開発が行われないよ

う開発許可制度に基づきコントロールされて

いますが、本地区の人口減少や少子高齢化対

策として、自己居住用の専用住宅の建築が可

能となるよう、条例により開発許可基準の緩

和が行われています。 
 
 
【人口の推移】 

地区の総人口は平成２５年と平成１５年を 

比べると約３００人（約１３％）の減とな 

っている。また年少人口の比率が約１.１％ 

減り、老年人口は約２５．６％から２９．０％ 

と増えている。 

                                （単位：人） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【三区分別人口の推移】      （単位：人）  【三区分別人口の構成比率】   （単位：人） 

  0～14歳 15～64 歳 65歳以上 総数    0～14歳 15～64 歳 65歳以上 

H15 278 1,433 588 2,299  H15 12.1% 62.3% 25.6% 

H20 247 1,317 607 2,171  H20 11.4% 60.7% 27.9% 

H25 220 1,201 579 2,000  H25 11.0% 60.0% 29.0% 

      市全体 H25 12.2% 63.3% 24.5% 
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【地価の状況】※公示価格の平均値（３か年すべて標準地として使用されている地点の平均値） 

       平成２０年（１７９００円）は平成１５年（２３０００円）から約２２．１％ 

       下落している。※平成２５年度はデータ無      （単位：円／㎡） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【住宅着工件数】 ※建築確認申請の申請件数 

         専用住宅は平成２３年に３件と一旦減少したが、平成２４年は７件と 

件数を増やしている。              （単位：件） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【開発件数】 ※都市計画法第２９条の申請件数 

      １０００㎡未満については、平成２１・２２年は０件だったが、平成２４年に 

は３件と件数が増えた。               （単位：件） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【課題】 

  ・高齢化率が高く、人口減少も著しい 
  ・鉄道駅や商業地等から離れているため、交通移動手段の確保 
 

【対応策】 

・農村集落の定住促進と地域コミュニティの確保 
・調整区域の集落サポート 
・交通の利便性の確保 
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弥富地区 

【地区の特性】 

 弥富地区は本市の最南端に位置し、地区面

積のほとんどが市街化調整区域となってお

り、豊かな自然環境が今も多く残されている

地区です。地区内に鉄道駅はなく、ＪＲ総武

本線榎戸駅が比較的近い位置に整備されてい

ます。地区面積のほとんどが市街化調整区域

に指定されており、無秩序な開発が行われな

いよう開発許可制度に基づきコントロールさ

れていますが、本地区の人口減少や少子高齢

化対策として、自己居住用の専用住宅の建築

が可能となるよう、条例により開発許可基準

の緩和が行われています。 
 また、西御門には企業の研究、研修施設等

の立地を目的とした産業用地「ちばリサーチ

パーク」がありますが、空き区画が存在する

ことから企業誘致が求められています。 
 
 
【人口の推移】 

地区の総人口は平成２５年と平成１５年を

比べると約３６０人（約１７．６％）の減となっている。また、年少人口の比率が約２.９％減り、

老年人口は約３５．４％と市全体と比較しても高い比率となっている。  

                                （単位：人） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【三区分別人口の推移】      （単位：人）  【三区分別人口の構成比率】   （単位：人） 

  0～14歳 15～64 歳 65歳以上 総数    0～14歳 15～64 歳 65歳以上 

H15 202 1,237 616 2,055  H15 9.8% 60.2% 30.0% 

H20 158 1,104 593 1,855  H20 8.5% 59.5% 32.0% 

H25 116 978 600 1,694  H25 6.9% 57.7% 35.4% 

      市全体 H25 12.2% 63.3% 24.5% 
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【地価の状況】※公示価格の平均値（３か年すべて標準地として使用されている地点の平均値） 

       平成２５年（１３９００円）は平成１５年（２１５００円）から約３５．３％ 

       下落している。                  （単位：円／㎡） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【住宅着工件数】 ※建築確認申請の申請件数 

         専用住宅の平成２４年の申請件数は３件となっている。（単位：件） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【開発件数】 ※都市計画法第２９条の申請件数 

      １０００㎡未満については、平成２３年に３件あったが、平成２４年には０件 

      となっている。                     （単位：件） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【課題】 

  ・市内でも最も高齢化率が高く、人口減少も著しい 
  ・鉄道駅や商業地等から離れているため、交通移動手段の確保 
 

【対応策】 

・農村集落の定住促進と地域コミュニティの確保 
・調整区域の集落サポート 
・交通の利便性の確保 
・進出企業に誘致助成制度の拡充等を検討 
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千代田地区 

【地区の特性】 

 千代田地区は、旧四街道町（現四街道市）

の一部を編入した地域であり、南側は四街道

市に接しています。 
 地区内に鉄道駅はありませんが、隣接する

臼井地区同様、主に京成本線臼井駅を生活圏

の中心としています。 
 昭和６２年１１月からの大規模開発により

誕生した飯重団地（染井野１丁目～７丁目）

のみが市街化区域に指定されており、本地区

の大部分の人口がここに集中しています。 
 
 
【人口の推移】 

地区の総人口は平成２５年と平成１５年を

比べると約９００人の増となっている。また

年少人口の比率が約４．２％減り、老年人口

は約１２．７％から約１９．５％と増えてい

るが、市全体の２４．５％に比べると低い。 

                                

（単位：人） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【三区分別人口の推移】      （単位：人）  【三区分別人口の構成比率】   （単位：人） 

  0～14歳 15～64 歳 65歳以上 総数    0～14歳 15～64 歳 65歳以上 

H15 1,761 6,988 1,276 10,025  H15 17.6% 69.7% 12.7% 

H20 1,551 7,344 1,621 10,516  H20 14.8% 69.8% 15.4% 

H25 1,469 7,340 2,137 10,946  H25 13.4% 67.1% 19.5% 

      市全体 H25 12.2% 63.3% 24.5% 
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【地価の状況】※公示価格の平均値（３か年すべて標準地として使用されている地点の平均値） 

       平成２５年（８５８００円）は平成１５年（９５５００円）から約１０．２％ 

       下落している。                   （単位：円／㎡） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【住宅着工件数】 ※建築確認申請の申請件数 

         専用住宅は平成２２年に７９件が最も多く、徐々に件数を減らし平成 

２４年は４１件となっている。          （単位：件） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【開発件数】 ※都市計画法第２９条の申請件数 

      １０００㎡未満については、平成２０年に１３件あったが、平成２４年には２件 

      と大幅に件数が減った。                （単位：件） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【課題】 

  ・世代構成やライフスタイルの多様化による住民間の意思疎通の促進 
  ・里山に代表される谷津田などの自然環境の保全 
 

【対応策】 

・街並み整備の推進（地区計画等） 
・市民の自主的活動ができる環境の整備・地域活性化 
・調整区域の集落サポート 
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国・県・佐倉市の年齢別人口構成比率

地区別年齢別人口構成比率
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５ 上位・関連計画 

 

1. 国・県の計画 

（1）住生活基本計画 (国) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(1) 千葉県住生活基本計画         （平成 24 年 2 月変更） 
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（2）千葉県住生活基本計画 

 

1. 計画期間 

  平成 23 年度～平成 32 年度 
2. 位置づけ 

住生活基本法第 17 条第 1 項に規定する都道府県計画  
千葉県総合計画「輝け！ちば元気プラン」を上位計画とする住宅政策に関する基本計画  

3. 理念 

「みんなでつくろう！元気なちばの豊かな住生活」～多様な主体の連携・協働による豊

かな住生活の実現～ 

千葉県では、県民の住生活の安定の確保および向上の促進に関する施策を、総合的かつ計画

的に推進するため、「千葉県住生活基本計画」を平成 19 年 3 月に策定しました。 

今回、社会経済情勢等の変化や国による新たな制度の創設等に対応するため、平成 19 年 3 月

に策定した計画を見直し、平成 23年度から平成 32年度を計画期間とした「第 2次千葉県住生活

基本計画」を平成 24 年 2 月 14 日に策定しました。 

今後は、本計画に基づき、地域住民、行政、民間事業者、NPO 等の多様な主体と連携・協働し、

県民の「豊かな住生活の実現」を目指してまいります。 

97



4. 総合目標 

「県民の豊かな住生活の実現」 
分野別目標  
豊かな地域社会の実現  
良質な住宅ストックの形成  
良好な居住環境の形成  
住宅市場の環境整備  
住宅セーフティネットの確保  
地域特性に応じた施策の展開 
 

5. 主な成果指標 

  現状 目標値 

住宅に対する満足度（満足、やや満足の割合） 67.4％(H20) 70％(H27) 

住生活に関する満足度（大変満足、まあ満足しているの割

合） 
58.5%(H22) 

増加を目指しま

す 

新築住宅における認定長期優良住宅の割合 9.1%(H21) 25%(H32) 

千葉県あんしん賃貸支援事業における協力店の登録数 74 店(H21) 150 店(H27) 

滅失住宅の平均築後年数 約 22 年(H20) 約 40 年(H32) 
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2. 市の上位・関連計画 

（１）佐倉市総合計画 

 
将来都市像 歴史 自然 文化のまち  ～「佐倉」への思いをかたちに～ 
計画の期間 目標年次：平成３２年度 (基本構想) 

平成２３年度 ～ 平成２７年度 (前期基本計画) 
平成２８年度 ～ 平成３２年度 (後期基本計画) 
平成２３年度 ～ 平成２７年度 (実施計画) 

まちづくりの 
基本方針 

Ⅰ「思いやりと希望にみちたまちづくり」 
保健・福祉の充実、子育て・子育ち環境の充実 
 
Ⅱ「快適で、安全・安心なまちづくり」 
自然環境の保全、安全に配慮した生活環境の確立 
 
Ⅲ「心豊かな人づくり、まちづくり」 
教育の充実、スポーツ活動の推進 
 
Ⅳ「明日へつながるまちづくり」 
産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実 
 
Ⅴ「住環境が整備された住みやすいまちづくり」 
都市基盤整備の充実 
 
Ⅵ「ともに生き、支え合うまちづくり」 
市民とともに地域の絆をそだてる行政運営 
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（２）佐倉市都市マスタープラン 

 
まちづくりの 
基本理念 

各地域の個性を活かしたまちづくりを行い、魅力と活気にあふれる地域

づくりに取り組みます。更には、それらをネットワークで結ぶことによ

り、市全体としての個性～佐倉らしさ～や魅力、活気を高め、すべての

市民が各地域固有の歴史・自然・文化に代表される資産、活気に満ちた

都市機能、安全・安心・快適な生活空間を享受できる、持続可能なまち

づくりを目指します。また、市民・企業・行政がまちづくりの主体とな

り、適切な役割分担と協働によるまちづくりを目指します。 
目標年次 平成４２年 
将来像 「都市と農村が共生するまち 佐倉」 

まちづくりの 
方針 

◆ 歩いて暮らせるまちづくりの推進 
～現状の都市構造の維持・強化～ 

 
◆ 安全・安心なまちづくりの推進 
 ～災害への備えとライフラインの維持管理～ 
 
◆ 地域の個性を活かしたまちづくりの推進 
 ～居住環境の維持・向上～ 
 
◆ 佐倉らしさを守り育てるまちづくりの推進 

～歴史・自然・文化の保全と活用～ 
 
◆ 佐倉の資産を活かしたまちづくりの推進 

～産業・観光の振興～ 
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（３）佐倉市地域福祉計画 

 
将来像 一人ひとりが自分らしく安心して暮らせる地域社会 

計画の期間 平成２３年度 ～ 平成２７年度 
基本目標 基本目標 1 安全・安心なまちづくり 

●取り組みの方向 
1. 健康増進と保健医療の充実 
2. 安全で暮らしやすいまちづくり 
3. 地域における生活支援体制の充実 
 
基本目標 2 交流と支え合いの地域づくり 
●取り組みの方向 
1. 地域福祉ネットワークづくり 
2. 地域での交流と生きがいづくり 
3. 福祉意識を高める 
 
基本目標 3 協働のしくみづくり 
●取り組みの方向 
1. 保健福祉相談体制の整備 
2. 地域福祉推進活動の担い手の育成 
3. 地域福祉推進の体制づくり 
4. 地域福祉推進の資源・財源の確保 
 
基本目標 4 分かりやすい情報のしくみづくり 
●取り組みの方向 
1. 分かりやすい情報と利用しやすい窓口の充実 
2. 安全を守る情報のしくみづくり 
3. 権利擁護（成年後見制度）の利用促進 
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（４）佐倉市次世代育成支援行動計画 

 
基本理念 手をつなぎ、みんなで育てよう佐倉っ子 
期間 平成２２年度 ～ 平成２６年度 

基本方針 子どもが楽しくなるまち 
～豊かな子ども時代をおくれるまちづくり～ 
 
子育てが楽しいまち 
～子育てしやすいまちづくり～ 
 
子どもと子育てにやさしいまち 
～子育てを地域全体が支えるまちづくり 

本計画における７つの柱 1. 地域における子育ての支援 
2. 母性並びに乳児及び幼児の健康の確保及び増進 
3. 子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備 
4. 子育てを支援する生活環境の整備 
5. 職業生活と家庭生活との両立の推進 
6. 子ども等の安全の確保 
7. 要保護児童への対応などきめ細かな取組の推進 
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（５）佐倉市高齢者福祉・介護計画 

 
基本理念 みんなで支え合い、よろこびが生まれる都市・佐倉 
期間 平成２４年度 ～ 平成２６年度 

施策の体系 第1章 あたたかい心がふれあう地域づくり 
～保健・医療・福祉・介護の連携～ 
1 保健・医療・福祉・介護のネットワーク 
2 ボランティア活動の促進・支援 
3 福祉意識の高揚 
4 市民参加の推進 

 
第2章 安全で快適なまちづくり 
～高齢者が生活しやすい都市・交通基盤・住宅等の整備～ 
1 高齢者が行動しやすい都市基盤の整備 
2 高齢者が生活しやすい住宅の整備 

 
第3章 楽しく生きがいのあるくらしづくり 
～高齢者が生きがいをもって自立した暮らしを営むために～ 

1 高齢者の就労機会の確保 
2 高齢者の社会参加の促進 
3 高齢者の学習活動の推進 
4 高齢者を主体とした世代間交流の推進 

 
第4章 元気いっぱいいきいき健康づくり 
～高齢者の健康を維持・増進するための介護予防等の推進～ 

1 介護予防〔地域支援事業〕の推進 
2 いきいき健康づくり 

 
第5章 安心な老後を支える仕組みづくり 
～要援護高齢者等の生活を支介護保険事業をはじめとする各種支援～ 

1 介護保険サービスの推進 
2 介護予防の推進 
3 介護予防の支援 
4 高齢者の生活を支援する福祉サービスの推進 
5 認知症対策の推進 
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（６）佐倉市耐震改修促進計画 

 
計画の目的 市内既存建築物の耐震化に向けた施策を計画的かつ総合的

に進め、それによって大規模地震発生時の人的被害、経済

的被害を最小限に抑え、災害に強い安全なまちを実現する

ことを目的とする。 
 

計画の期間 平成 20 年度から平成 27 年度 

耐震改修等の目標の設定 ○市有建築物(特定建築物) 
財政状況等を十分勘案のうえ、平成 27 年度までに概ね全て

の施設の耐震改修を目指す。 
○民間建築物 
耐震化率を平成 27 年までに 90％まで改善することを目標

とする。 
基本的な取組み方針 市は、市有建築物に関して、耐震性が明確になっていない

ものについて耐震診断を順次推進し、耐震性が不足してい

るものについては、耐震改修を計画的に実施するものとし

ます。 
また、民間建築物については、建築物の所有者等が地域防

災対策を自らの問題、地域の問題として意識して取り組む

ことが不可欠です。市は、こうした取組みをできる限り支

援するという観点から、建築物の所有者等に対する啓発、

知識の普及、情報提供及び耐震化の支援策を講じ、民間建

築物の耐震改修を促進します。 
啓発及び知識の普及 地震ハザードマップの作成・公表 

相談体制の整備・情報提供の充実 
パンフレットの配布、相談会の開催 
リフォームにあわせた耐震改修の誘導策 
家具の転倒防止策の推進 
自治会等との連携 
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（７）佐倉市営住宅長寿命化計画 

 
計画の目的 安全で快適な住まいを長期間にわたって確保するため、予

防保全的な観点から修繕や改修の計画を定め、長寿命化に

よるライフサイクルコスト(LCC : 建設から解体に至るま

で生涯に係る経費のこと)の削減を図ることを目的とする。 
長寿命化に関する基本方針 1 ストックの状態の把握及び日常的な維持管理の方針 

 ・管理する市営住宅の整備・管理データを住棟ごとに整

理する。 
 ・市営住宅の定期的な点検を実施する。 
 ・市営住宅の住棟ごとの修繕履歴データを整備する。 
2 長寿命化及びライフサイクルコストの縮減に関する方針 
 予防保全的な維持管理及び耐久性の向上等を図る改善を

実施することによって、市営住宅の長寿命化を図り、ラ

イフサイクルコストの縮減を図る。 
計画期間 平成 24 年度から平成 33 年度 

長寿命化を図るべき 
市営住宅 

維持管理予定戸数

(修繕) 
120 戸 大蛇住宅 

維持管理予定戸数

(改修) 
93 戸 堀の内住宅、藤沢住宅 

用途廃止予定戸数

(入居者退去後、個

別廃止) 

21 戸 根郷住宅、上座住宅、真野

台住宅 
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6 市民アンケート調査結果 

 
１．調査対象区域 
  佐倉市全域 
 
２．調査対象者 
  佐倉市に在住する２０歳以上の世帯主 
 
 
３．調査対象者数 
  佐倉・根郷地区   ３００件 
  臼井・千代田地区  ３００件 
  志津地区      ３００件 
  和田・弥富地区   １００件 
  
４．抽出方法 
 ２０歳以上の世帯主を無作為抽出 
 
５．配布・回収方法 
 郵送配布・郵送回収による郵送調査 
 
６．調査時期 
 平成２４年９月～平成２４年１０月 
 
７．回答数 

地  区  名 回収数 回収率 
佐倉・根郷地区 １１７部 ３９．０％ 
臼井・千代田地区 １３１部 ４３．７％ 
志津地区 １２７部 ４２．３％ 
和田・弥富地区 ２７部 ２７．０％ 
合   計 ４０２部 ４０．２％ 
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2

3

0

8

17
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1

9
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22

1

19

25

16

5

42

31

32

10

37

44

44

10

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐倉・根郷

臼井・千代田

志津

和田・弥富

２９歳以下

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳以上

89

113

96

24

24

15

26

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐倉・根郷

臼井・千代田

志津

和田・弥富

男性

女性

19

16

11

3

36

46

49

7

34

24

34

4

20

29

12

6

5

5

12

2

3

9

7

5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐倉・根郷

臼井・千代田

志津

和田・弥富

１人

２人

３人

４人

５人

６人以上

問１ 世帯主は何歳ですか（N=４０１） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

全ての地区において６０歳代と７０歳以上の世帯主の比率が高く、回答者全体の合計の約７０．

０％という結果だった。また各地区においても最も低い臼井・千代田地区で約５７．７％、最も高い

和田・弥富地区で約７４．１％と高齢の回答者が多かった。また、２９歳以下の世帯主からの回答は

少なく、最も高い志津地区でも約２．４％であった。 
   
 
問２ 世帯主の性別はどちらですか。（N=３９０） 

 
 
 
 
 
 
 
 

世帯主の性別は男性の比率が高く、約７８．８％～８８．８％という結果となった。 
 
 
問３ ご家族の人数は何人ですか。（N＝３９８） 

 
 
 
 
 
 
 
 

佐倉・根郷地区の回答者は単身者の比率が高く約１６．２％となった。これは第２工業団地及び第

３工業団地で働く単身者の方がいるためと推測される。逆に、和田・弥富地区では４人以上の世帯が

約４８．１％と他の地区と比べ高い結果となった。 
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6
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1
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41

8

1
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2

0
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6

3
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9

2
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46

5
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16
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3

4

1

2

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐倉・根郷

臼井・千代田

志津

和田・弥富

農林漁業

自営業（農林漁業以外）

会社員

自由業

パート・アルバイト・内

職等
公務員・団体職員

年金生活者

無職

その他

問４ 家族構成は次のどれですか。（N＝３９９） 

 
 
 
 
 
 
 
 

和田・弥富地区においては、他の地区と比べ三世代世帯の比率が高く約２２．２％であった。 
 
 
問５ ご家族以外の同居人がいますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 

家族以外の同居人がいる比率はどの地区においても低く、最も多い和田・弥富地区においても約７．

５であった。 
 
 
問６ 世帯主の職業は次のどれですか。（N＝４０１） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

会社員は約２９．６％～３４．２％、年金生活者は約１８．５％～３６．２％だった。和田・弥富

は農林漁業の比率が他の地区より高く約２２．２％だった。 
志津地区においては他の地区と比べ年金生活者の比率が約３６．２％と高い。これは中志津やユー

カリが丘などの住宅地が昭和３０年代～５０年代に開発され、居住した方が６０歳以上になったため、

このような結果になったと推測される。 
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３０年以上
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５～１０年未満

１～５年未満
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市街化区域

市街化調整区域

わからない

回答なし

88

105

89

25

3

2

1

0

10

5

18

0

2

4

4

1

6

10

6

0

2

0

1

0

2

2

0

0

50% 60% 70% 80% 90% 100%

佐倉・根郷

臼井・千代田

志津

和田・弥富

一戸建、長屋建の持ち家

（住宅専用）

店舗併用の一戸建、長屋建

の持ち家

分譲マンション

戸建、長屋建の借家

共同住宅の借家

給与住宅（社宅、寮、官舎

等）

その他

問７ 現在のお住まいの地区を教えてください。 

   ※回答者居住の字名を記載する項目のため省略。 

    

 

問８ 佐倉市にお住まいになって通算何年になりますか。（N＝４０１） 

 
 
 
 
 
 
 
 

全ての地区において３０年以上という方が最も多かった。和田・弥富地区以外においては約７．８％

～１０．３％が住んでから５年未満だった。また和田・弥富地区では約９２．６％が住んでから２０

年以上という結果になった。 
 
 
問９ お住まいの地区は次のどちらですか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 地区全体が調整区域である和田・弥富地区を除いたその他の地区では約６割が市街化区域と回答。

ただし、わからない及び回答なしとの回答が２～３割という結果だった。 
 
 
問１０ お住まいは次のどれですか。あてはまるもの１つを選んでください。（N＝３８７） 
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10

5

3

0

12

13

16

0

16

22

24

1

47

41

51

7

17

32

17

12

8

10

5

6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐倉・根郷

臼井・千代田

志津

和田・弥富

２５㎡未満

２５㎡以上４０㎡未満

４０㎡以上７０㎡未満

７０㎡以上１００㎡未満

１００㎡以上１５０㎡未満

１５０㎡以上２００㎡未満

２００㎡以上

81

97

82

24

16

18

17

0

11

11

20

2

4

2

1

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐倉・根郷

臼井・千代田

志津

和田・弥富

木造

鉄骨造

鉄筋コンクリート造

わからない

全ての地区において持ち家の比率は高く、一番持ち家率の低い臼井・千代田地区においても約８７．

５％となった。志津地区においては、分譲マンションの比率が約１５．１％と高く、逆に臼井・千代

田地区では約３．９％という結果となった。 
 
 
問１１ お住まいの住宅の延べ面積はどの位ですか。（N＝３７９） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

和田・弥富地区においては１５０㎡以上の広い住宅の比率が約６９．２％と他の地区と比べ高い結

果となった。 
また、臼井・千代田地区は１５０㎡以上２００㎡未満の住宅の比率が２５．３％で佐倉・根郷地区

（１５．３％）志津地区（１４．６％）と比べて高く、王子台や染井野など比較的大きい住宅が建っ

ている住宅地があることなどが理由として推測される。 
 
 
問１２ 現在の住宅（建物）はどのような構造ですか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 すべての地区において、木造の比率が最も高く、約６８．３％（志津地区）～約９２．３％（和田・

弥富地区）という結果だった。 
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6

3
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46

4
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0

5

23

8
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7
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0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐倉・根郷

臼井・千代田

志津

和田・弥富

生まれてからずっと住ん

でいる
３０年以上

２０年～３０年未満

１０年～２０年未満

５年～１０年未満

５年未満

7

6

3

14

29

25

30

5

43

48

46

4

20

20

23

0

5

23

8

2

9

7

10

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐倉・根郷

臼井・千代田

志津

和田・弥富

生まれたときから現在地

（土地）に住んでいる

佐倉市内

千葉県内の他の市町村

東京都

東京都以外の関東６県

上記以外の都道府県

2

1

1

2

0

1

0

1

8

3

6

4

21

26

18

9

21

20

21

0

39

44

42

3

15

26

26

5

4

5

5

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐倉・根郷

臼井・千代田

志津

和田・弥富

昭和１９年以前

昭和２０年～昭和２９年

昭和３０年～４４年

昭和４５年～５５年

昭和５６年～６３年

平成元年～平成１２年

平成１３年以降

わからない

問１３ 現在の住宅（建物）についてお伺いします。（１）何年住んでいますか。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
臼井・千代田地区では１０年未満と回答した人の比率が約２２．４％と他の地区と比べ高かった。 
また、和田・弥富地区においては、生まれてからずっと住んでいるという人が５０％を超える結果と

なった。 
 
 
問１３ 現在の住宅（建物）についてお伺いします。(2)建設時期はおよそいつ頃ですか。（N＝381） 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
和田・弥富地区以外の地区では約３５％が平成元年～平成１２年までの建築という結果だった。 

 和田・弥富地区では昭和４５年以前に建築されたという回答が６割を超え、他の地区よりも古い建物

が多い結果となった。 
 
 
問１４ 現在の住宅にお住まいになる前はどちらにお住まいでしたか。 
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和田・弥富地区では生まれた時から住んでいるが５６％、佐倉市内からの転居が約２０．８％とい

う結果となり、市外から転居が少ないことがわかった。 
また、その他の地区においては千葉県内の他の市町村と回答した方の割合が最も高く約３７．２％

～３８．３％という結果となった。 
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0% 50% 100%
（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

（９）

（１０）

（１１）

（１２）

（１３）

（１４）

（１５）

（１６）

臼井・千代田地区

満足 やや満足 やや不満 不満

0% 50% 100%
（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

（９）

（１０）

（１１）

（１２）

（１３）

（１４）

（１５）

（１６）

佐倉・根郷地区

満足 やや満足 やや不満 不満

 
問１５．お住まいについて、評価をそれぞれ１つ選んで○をつけてください。 

  
（１）現在の住まいに満足ですか 

 
（９）住宅の防犯性 

  
（２）住宅の広さ 

   
（１０）住宅のいたみの少なさ 

 
（３）住宅の間取り 

   
（１１）住宅の維持、管理のしやすさ 

（４）収納の多さ、使いやすさ 
  

（１２）住宅の断熱性や気密性 

（５）台所、トイレ、浴室等の使いやすさ、広さ （１３）高齢者への配慮（段差、手すりなど） 

（６）駐車場の広さ、使いやすさ 
 

（１４）換気性能（臭気や煙等の換気） 

（７）災害、火災時の住宅の安全性 
 

（１５）居間など主な居住室の採光（明るさ） 

（８）敷地の広さや日当たり 
  

（１６）外部の騒音などに対する遮音性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

（９）

（１０）

（１１）

（１２）

（１３）

（１４）

（１５）

（１６）

志津地区

満足 やや満足 やや不満 不満

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

（９）

（１０）

（１１）

（１２）

（１３）

（１４）

（１５）

（１６）

和田・弥富地区

満足 やや満足 やや不満 不満
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（１）現在の住まいに満足ですかとの質問に対し、約７０．３％（和田・弥富）～約８７．６％（志津）

が満足・やや満足と回答したことから、今の住まいにおおむね不満はないと考えている方が多いことが

わかった。一方で和田・弥富地区では不満と答えた方が約１８．５％で他の３地区の約３．５％（佐倉・

根郷）～５．４％（臼井・千代田地区）と比べ高いこともわかった。 
 全体としては、志津地区が最も住まいに対して不満と回答としている方が少なく、逆に和田・弥富地

区は不満と回答している方に比率が高い結果となった。この結果については推測であるが、回答者本人

が今現在住んでいる住宅を購入した場合は居住者本人がその住宅を気に入り購入していることから不

満と回答することは少なく、逆に親や祖父などから譲り受けた場合、回答者本人が今住んでいる住宅を

選択していないことから不満と答えることが多い。したがって、住宅取得の経緯が地域により違うこと

からこのような結果になったと思われる。 
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0% 50% 100%

（１７）

（１８）

（１９）

（２０）

（２１）

（２２）

（２３）

（２４）

（２５）

（２６）

（２７）

（２８）

（２９）

（３０）

（３１）

（３２）

臼井・千代田地区

満足 やや満足 やや不満 不満

0% 50% 100%

（１７）

（１８）

（１９）

（２０）

（２１）

（２２）

（２３）

（２４）

（２５）

（２６）

（２７）

（２８）

（２９）

（３０）

（３１）

（３２）

佐倉・根郷地区

満足 やや満足 やや不満 不満

（１７）

（１８）

（１９）

（２０）

（２１）

（２２）

（２３）

（２４）

（２５）

（２６）

（２７）

（２８）

（２９）

（３０）

（３１）

（３２）

志津地区

満足 やや満足 やや不満 不満

（１７）

（１８）

（１９）

（２０）

（２１）

（２２）

（２３）

（２４）

（２５）

（２６）

（２７）

（２８）

（２９）

（３０）

（３１）

（３２）

和田・弥富地区

満足 やや満足 やや不満 不満

問１６．お住まいの周辺環境について評価をそれぞれ１つ選んで○をつけてください。 

（１７）身の回りの環境について満足ですか （２５）文化施設等の利便性 

（１８）火災・地震・水害・がけ崩れに対する安全 （２６）医療、福祉施設等の利便性 

（１９）敷地やその周辺のバリアフリー化 
 

（２７）子どもの遊び場、公園など 

（２０）周辺の道路の歩行時の安全 
 

（２８）運動やスポーツなどをすることができる場所 

（２１）治安、犯罪発生の状況 
  

（２９）緑や水辺などの自然環境 

（２２）大気汚染などの少なさ 
  

（３０）まちなみ、景観 

（２３）通勤・通学などの利便性 
 

（３１）近隣住民等との交流 

（２４）日常の買い物の利便性 
  

（３２）福祉、介護等の生活支援サービス 
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佐倉・根郷

臼井・千代田

志津

和田・弥富

満足

やや満足

やや不満

不満
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0
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2
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3

1

0

10

16

16

3

24

39

40

2

16

19

13

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐倉・根郷

臼井・千代田

志津

和田・弥富

生まれたときから現在地

（土地）に住んでいる

通勤・通学に便利

自然環境の豊かさが気に

入った

歴史や風土、住民性が気

に入った

親族、友人がいる

手ごろな価格で気に入っ

た住宅があったから

その他

（１７）身の回りの環境について満足ですかとの設問では満足・やや満足と回答した方が最も低い和

田・弥富地区で５８．４％、最も高い志津地区で８３．５％という結果となった。また、佐倉・根郷

地区と臼井・千代田地区では、満足・やや満足の割合は７６．２％（佐倉・根郷地区）７７．５％（臼

井・千代田地区）と近い数字であるが、満足と回答とした方は２０．３％（佐倉・根郷地区）３４．

６％（臼井・千代田地区）と、満足と回答した方の比率に差が出た。 
（２８）運動やスポーツなどをすることができる場所については、やや不満・不満と回答した方の比

率が臼井・千代田地区（３６．８％）、志津地区（５０．０％）、佐倉・根郷地区（５７．１％）、

和田・弥富地区（９１．６％）と高く、満足度が低いことがわかった。 

全体として、満足・やや満足の回答が最も多かったのは臼井・千代田地区で、最も低いのは和田・弥

富地区で、（２３）から（２６）までの利便性に関する質問で不満と回答する方が５０％を超える結

果となった。 
 
 
問１６（３３）住まいと周辺環境を総合した満足度（N＝３７８） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

満足・やや満足と回答した比率が高かったのは臼井・千代田地区（８０％）志津地区（約７８．３％）、

逆に和田・弥富地区はやや不満・不満と回答した方が約５２．２％と満足度が低い結果となった。 
 
 
問１７ 佐倉市に住むことに決めた一番の理由は何ですか。（N＝３５３） 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐倉・根郷

臼井・千代田

志津

和田・弥富

一戸建、長屋建の持ち家（住

宅専用）
店舗併用の一戸建、長屋建の

持ち家
分譲マンション

戸建、長屋建の借家

民営の共同住宅の借家

給与住宅（社宅、寮、官舎

等）
都市機構や公社の賃貸住宅

公営住宅

その他
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78

78

18

37

37

24

3

3

4

0
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6

11

12

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐倉・根郷

臼井・千代田

志津

和田・弥富

今の土地（場所）に一

生住み続けたい

しばらく住むがいずれ

転居したい

すぐに転居したい

その他

 和田・弥富地区では生まれた時から現在地に住んでいるという回答が約６５．３％（他地区では約

８．６％～１４．８％）と非常に高い結果となった。その他３地区においては、手頃な価格で気に入

った住宅があったからという回答が最も多く、志津（約３６．４％）臼井・千代田（約３３．６％）

佐倉・根郷（約２３．８％）という結果となった。また、通勤・通学に便利という回答も佐倉・根郷

（約１９．８％）臼井・千代田（約１５．５％）志津（約１０．２％）と比較的多く、生まれた時か

ら現在地に住んでいる方を除くと手頃な価格と通勤・通学の便利さで佐倉を選んだ方が５０％を超え

る結果となった。 
 
 
問１８ 現在の住宅に住み替える前のお住まいはどれですか。（N＝３７３） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全地区において最も多かったのは一戸建て・長屋建ての持家で和田・弥富地区（約５９．１％）臼

井・千代田地区（約３８．８％）志津地区（約３７．１％）佐倉・根郷地区（約３３．９％）という

結果となった。また、一戸建て・長屋建てに店舗併用及び分譲マンションと合わせた持家の比率は最

も高い和田・弥富地区で６３．６％、最も低い佐倉・根郷地区で４５．９％という結果で、約半数が

現在も家に住み替える前も持ち家を所有していた結果となった。 
 そのほか、社宅・寮・官舎などの給与住宅から現在の住宅に住み替えた方が、佐倉・根郷地区（約

２１．１％）臼井・千代田地区（約２０．２％）志津地区（約１７．７％）と多いことがわかった。 
 
 
問１９（１） 現在のお住まいに住み続けたいですか。（N＝３７６） 
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その他
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佐倉・根郷

臼井・千代田

志津

和田・弥富

住宅の性能や一般的な価格がわか

らない
リフォーム等で安心して頼める業

者がわからない
借家を申し込む際、理由はわから

ないが入居を断られた
希望する広さの住宅がない

希望する価格の住宅がない

希望する場所に貸家がない

持ち家の売却に困った

貸した家に関してトラブルがあっ

た
その他

今の土地に一生住み続けたいとの回答が全地区で最も多く、特に和田・弥富地区は７２％であった

が、一方ですぐに転居したいという回答も１６％と最も多かった。その他の地区では志津地区が一生

住み続けたいと回答した方が約６５．４％と多く、すぐに転居したいという回答は０だった。 
 
 

問１９（２）（１）で２．３．と回答した方にお聞きします。転居したい一番の理由は何ですか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 志津地区（２８％）佐倉・根郷地区（約２６．６％）臼井千代田地区（約２４．４％）では家を買い

替えたいというのが転居したい一番の理由だった。 
 
 
問２０ リフォーム、借家、購入、売却等で困ったことがありますか。あてはまるものに○をつけてく

ださい。（複数回答可）（N＝２２１） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 リフォーム等で安心して頼める業者がわからないとの回答が最も多かったのは臼井・千代田地区

（約３７．７％）、佐倉・根郷地区（約３５．９％）、住宅の性能や一般的な価格がわからないとの回

答が最も多かったのは和田・弥富地区（約３３．３％）、志津地区（約２９．０％）という結果とな

りこの２つに回答が集中していることがわかった。 
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その他
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1
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐倉・根郷

臼井・千代田

志津

和田・弥富

暮らしや環境を良くするため

に重要であり積極的に参加し

ている
暮らしや環境を良くするため

に重要であるが参加出来てい

ない
暮らしや環境を良くするため

に重要であるがあまり参加し

たくない
あまり重要だとは思わないが

付き合いで参加している

あまり重要だとは思わないの

で参加していない

よくわからない

問２１ 近所の方との交流について 

（１）住民自治組織についてお伺いします。（N＝３７５） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 すべての地区で町内会、自治会等への加入率は高く、最も高い地区で佐倉・根郷地区（約８９．１％）

最も低い地区で和田・弥富地区（約８４．６％）という結果となった。 
 
 
（２）地域の交流活動（自治会、環境美化活動、防災活動等）の意味についてお考えをおうかがいしま

す。あてはまるもの１つに○をつけてください。（N＝３８２） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 暮らしや環境を良くするために重要であり積極的に参加している、暮らしや環境を良くするために重

要であるが参加できていない、暮らしや環境を良くするために重要であるが参加したくないと回答した

方の合計の比率は最も高かった佐倉・根郷地区で８７．５％、最も低かった和田・弥富地区で約７３．

１％という結果となり、実際の活動への参加の有無とは別に地域の交流が重要だという意識を持ってい

る方の比率が高いことがわかった。 
 また、暮らしや環境を良くするために重要であり積極的に参加している、あまり重要だとは思わない

が付き合いで参加している方の合計の比率は和田・弥富地区が５３．８％という結果となり最も高い結

果となった。和田・弥富地区においては他の地域と比べ参加の重要性の意識は低いものの実際の活動に

参加している方の比率は最も高いことがわかった。 
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（３）震災等が起きた場合、助け合える人はいますか。（N＝３８２） 

 
 和田・弥富地区では近隣にいるとの回答が約８０．７％と他地域と比べ２０％以上高く地域のつなが

りが強いことがわかった。一方、臼井・千代田地区約２２．８％、佐倉・根郷地区１６．８％と各地区

で１０％以上の方が助けてもらえる人がいないとの回答だった。 
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13

9

5

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

和田・弥富地区

増えた 変わらない 減った

問２２ 以前と比べ近隣で変化が見られるかどうかお伺いします。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全ての地区において、高齢者が増えたという回答が約８割であり、また子どもが減ったという回答が

５割を越えていることから、住んでいる方の意識においても少子高齢化していることがわかった。 
 また、新築、リフォームや増築が増えたとの回答が多かったのは志津地区、臼井・千代田地区で、新
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築で最も高かったのは志津地区（約５６．７％）で次に臼井・千代田地区（約３５．６％）、リフォー

ムや増築は臼井・千代田地区（約４４．３％）次に志津地区（約４０．９％）という結果になった。な

お、最も低い和田・弥富地区では新築が約４．５％、リフォームや増築が５％だった。 
 空家については、増えているとの回答が最も多かったのは和田・弥富地区（約５４．９％）で最も低

い臼井・千代田地区（約３１．６％）という結果となり、全地区において増えていると認識しているこ

とがわかった。 
 
 
問２３ 近隣で空家が増えた（もしくは増えたと仮定した）とき、起りそうな問題は何ですか。 
一つに○をつけてください。（N＝３２０） 

 
 全地区において最も回答が多かったのは防災・防犯機能の低下で和田・弥富地区（約４２．８％）～

志津地区（５２．９％）という結果になった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10

17

15

3

41

47

54

9

14

13

7

3

16

19

17

6

8

5

5

0

3

4

4

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐倉・根郷

臼井・千代田

志津

和田・弥富

景観・風景の悪化

防災・防犯機能の低下

ゴミの不法投棄の誘発

老朽化した空家建物の倒壊

などの危険性

土地価格の下落

その他

122



 

2

4

7

4

14

13

8

14

1

0

3

0

2

2

2

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

耐震診断の予定

耐震補強の予定

煙感知器の設置などの火災対策

省エネ対策の予定

和田・弥富地区

済み（診断・改修・設置・対策） 不明・予定なし

予定あり 問２４ １でわからないと回答
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佐倉・根郷地区

済み（診断・改修・設置・対策） 不明・予定なし

予定あり 問２４ １でわからないと回答
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志津地区

済み（診断・改修・設置・対策） 不明・予定なし

予定あり 問２４ １でわからないと回答

12

11
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31
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1

6

3

15

15

15

15

0% 20% 40% 60% 80% 100%

耐震診断の予定

耐震補強の予定

煙感知器の設置などの火災対策

省エネ対策の予定

臼井・千代田地区

済み（診断・改修・設置・対策） 不明・予定なし

予定あり 問２４ １でわからないと回答

問２４ 現在のお住まいの耐震診断、耐震補強、火災対策や省エネ対策についてどのようにお考えです

か。 
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和田・弥富

耐震診断・補強に関する

情報

耐震診断・補強を行って

くれる業者の情報

耐震診断・補強の概算費

用に関する情報

耐震補強に伴う仮住まい

等の支援

耐震診断・補強の費用に

対する助成・補助金等

耐震補強とあわせて行う

リフォームに関する支援

その他

 煙感知器の設置などの火災対策については、比較的対策済みと回答した方が多く最も高かった志津地

区で約５７．２％、最も低かった和田・弥富地区３５％という結果となった。マスコミによる煙感知器

設置に関する報道や安価で設置できることから他の項目と比べ対策を実施している方が多かったと想

定される。 
 また、耐震診断・補強・省エネ対策については、どの地区においても不明・予定なしとの回答が６０％

を超えており、実施済みや予定ありと回答した方の比率が低く、意識が低いことがわかった。 
 
 
問２５ 耐震診断や補強を行うために特に必要（市が行うべきこと）だと思われることはなんですか。

１つに○をつけてください。（N＝３２７） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 全ての地区において、耐震診断・補強に対する助成・補助金等を回答した方が最も多く、約５９．１％

～約４０．７％という結果となった。また、次に多かったのは和田・弥富地区を除き耐震診断・補強に

関する情報提供で、佐倉地区約３１．７％、臼井・千代田地区約２２．０％、志津地区約１８．１％、

和田・弥富地区約１３．６％という結果となった。 
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近隣との交流

子育てしやすい労働環境

親や親戚の住宅との距離

自然環境の豊かさ

医療機関までの近さや便利さ

幼稚園・学校までの近さや便利さ

託児所・保育所などの近さや便利さ

歩道など交通設備の安全性

子どもの遊び場や公園等

安全性や遮音性などの居住性能

住宅及び周辺地域の防犯性

住宅の広さや間取り

問２６ お住まいの地域の子育て環境についてどれが重要だと思いますか。（N＝１９１４） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 歩道などの交通設備の安全性、住宅及び周辺地域の防犯性という２項目については全ての地区におい

て１０％を超える回答があった。一方、子育てしている世帯に直接関ってくる子育て支援サービス、子

育てしやすい労働環境については、すべての地区で１０％を下回る結果となった。推測ではあるが本ア

ンケートの回答者は５０代・６０代・７０代以上の方が７０％を超えており、今現在子育てをしている

世帯の回答が少ないため、このような結果になったと思われる。 
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近隣との交流

買い物や庭の手入れなどの生活サービス

高齢の低所得者に対する仕事の紹介や支

援

住居費（持ち家の維持管理費や家賃）へ

の負担が少ないこと

自然環境の豊かさ

医療、福祉施設などへの近さや便利さ

文化施設などへの近さや便利さ

日常の買い物をするお店などへの近さや

便利さ

住宅及び周辺地域の防犯性

歩道など安全性などの交通環境の整備

火災、地震、水害などに対する安全性

手すりや段差が少ないなどバリアフリー

環境の整備

問２７ お住まいの地域の高齢者の住環境についてどれが重要だと思いますか。（N＝１９５９） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全ての地区において医療、福祉施設などへの近さや便利さという回答が最も多く、次に日常の買い物

をするお店などへの近さや便利さという回答が多かった。 
 その他に手すりや段差が少ないなどバリアフリー環境の整備、歩道など安全性などの交通環境の整備、

買い物や庭の手入れなどの生活支援サービス、住居費への負担が少ないことなどの回答も多かった。 
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若年層の定住促進のための仕組みづく

り

外国籍の方が住みやすい仕組みづくり

賃貸住宅の空家対策

持ち家の空家対策（不動産市場の整

備）

賃貸住宅を借りる際の保証人が不要と

なる仕組みづくり

ライフサイクルに合わせた住み替えの

仕組みづくり

高齢者向け賃貸住宅の建設促進支援

空家を利活用するための仕組みづくり

耐震診断・耐震改修の促進支援

分譲マンションの維持管理・建替支援

生活困窮者のための賃貸情報

市街化調整区域（田園地帯）の持ち家

の空家の賃貸情報

様々な価格帯の賃貸住宅の情報提供

持ち家を担保とする老後の生活資金確

保に関する情報提供

持ち家中古住宅の売買や解体等の情報

提供

住宅の新築・改修の情報提供

問２８ あなたが佐倉市に住み続ける上で、住まいに関して必要だと感じる施策は何ですか。 

（N＝１２８１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 耐震診断・耐震改修の促進支援、若年層の定住促進のための仕組みづくり、ライフスタイルに合わせ

た住み替えの仕組みづくり、持家を担保とする老後の生活資金確保に関する情報提供の順に回答が多か

った。 
 地域別の回答としては、和田・弥富地区において、ライフサイクルに合わせた住み替えの仕組みづく

りの回答が他地域に比べて少なく、市街化調整区域の持家の空家の賃貸情報への回答が多かった。 
 和田・弥富地域においては生まれてから今までずっと住み続けており、今後もその場所に住み続ける

方が多いことからライフサイクルに合わせた住み替えの仕組みづくりの回答が少なかったと思われる。

また、市街化調整区域の持家の空家の賃貸情報への回答が多かったのは、地域全域が調整区域であるこ

とや空家が顕在化してきていることが理由として考えられる。 
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その他

住環境向上に関する市民の意見交換の仕組

みの整備

子育て支援サービスの充実

買い物や庭の手入れなどの生活サービスの

供給促進

ホームドクター紹介等の医療環境の充実

庭造り等の際に出る廃土の適正処理を推進

する仕組み

賃貸農園の仲介制度

地区計画・景観条例の推進

市街化区域の空き地を利用した緑化推進

田園風景などの自然環境の保全

宅地周辺のまちなみの緑化推進・景観の整

備

災害時の輸送道路の整備、通行の確保

憩いの場や災害時の避難所としての公園や

緑地の整備・確保

問２９ 市が行うお住まい周辺の環境に関する施策として、重要だと思うものはどれですか。 

（N＝１３２３） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 全地区において回答が多かったのは、憩いの場や災害時の避難所としての公園や緑地の整備・確保、

次に災害時の輸送道路の整備、通行の確保だった。 
 和田・弥富地区では他の地域と比べ、買い物や庭の手入れなどの生活サービスの供給促進や子育て支

援サービスの充実といった回答が多い結果となった。 
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買い物などのお出かけ

のサポート

市内での働き場所の紹

介

定年後の再就職

子どもの見守り

その他

問３０ 暮らしについて、公共などからのサービスがあったら良いと思うものはどれですか。 

（Ｎ＝５０２） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全ての地区で最も回答が多かったのは高齢者の介護で、佐倉地区（約４１．５％）～和田・弥富地

区（約３１．０％）という結果となった。 
 その他、和田・弥富地区では買い物などのお出かけサポートとの回答が他地域と比べ多かった。 
 また、子育てや子どもの見守りについても回答が少なかったが、これも回答者の内子育て世帯が少な

いことが原因となっている可能性がある。 
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ご家族などについて質問します

質　　問

問１ １． ２９歳以下

世帯主の年齢は何歳で ２． ３０歳代

すか。 ３． ４０歳代

４． ５０歳代

５． ６０歳代

６． ７０歳以上

問２

世帯主の性別はどちらですか。

問３ １． １人

ご家族の人数は何人で ２． ２人

すか。 ３． ３人

（同居されていない方は除く） ４． ４人

５． ５人

６． ６人以上

問４ １． 単身世帯

家族構成は次のどれで ２． 一世代世帯（例：夫婦のみ）

すか。 ３． 二世代世帯（例：親と子等）

４． 三世代世帯（例：親と子と孫）

５． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問５ １． いる（　　　　　　　　人）

ご家族以外の同居人がい ２． いない

ますか。

問６ １． 農林漁業

世帯主の職業は次のどれ ２． 自営業（農林漁業以外）

ですか。 ３． 会社員

４． 自由業

５． パート・アルバイト・内職等

６． 公務員・団体職員

７． 学生

８． 年金生活者

９． 無職

１０． その他（　　　　　　　　　　　　　）

問７

現在のお住まいの地区を 佐倉市（　　　　　　　　　　　　）

教えてください。 ※例（新町、王子台、ユーカリが丘、六崎）

問８ １． ３０年以上

佐倉市にお住まいになって ２． ２０～３０年未満

通算何年になりますか。 ３． １０～２０年未満

４． ５～１０年未満

５． １～５年未満

回　　　答　　　欄

１．男性　　　　　　２．女性
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お住まいの住宅についてお伺いします

質　　問

問９ １． 市街化区域

お住まいの地区は次のど ２． 市街化調整区域

ちらですか。 ３． わからない

問１０ １． 一戸建、長屋建の持ち家（住宅専用）

お住まいは次のどれです ２． 店舗併用の一戸建、長屋建の持ち家

か。あてはまるもの１つに ３． 分譲マンション

○をつけてください。 ４． 戸建、長屋建の借家

５． 共同住宅の借家

６． 給与住宅（社宅、寮、官舎等）

７． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

問１１ １． 　２５㎡（約　８坪）未満

お住まいの住宅の延べ ２． 　２５㎡（約　８坪）以上　４０㎡（約１２坪）未満

面積はどの位ですか。 ３． 　４０㎡（約１２坪）以上　７０㎡（約２３坪）未満

４． 　７０㎡（約２３坪）以上１００㎡（約３０坪）未満

※６畳間≒１０㎡≒３坪 ５． １００㎡（約３０坪）以上１５０㎡（約４５坪）未満

６． １５０㎡（約４５坪）以上２００㎡（約６０坪）未満

７． ２００㎡（約６０坪）以上

問１２ １． 木造

現在の住宅（建物）はどの ２． 鉄骨造

ような構造ですか。 ３． 鉄筋コンクリート造

４． わからない

問１３ １． 生まれてからずっと住んでいる

現在の住宅（建物）について ２． ３０年以上

お伺いします。 ３． ２０年～３０年未満

（１）何年住んでいますか。 ４． １０年～２０年未満

５． 　５年～１０年未満

６． 　５年未満

（２）建設時期 １． 昭和１９年以前

はおおよそいつ頃ですか。 ２． 昭和２０年～昭和２９年

３． 昭和３０年～４４年

４． 昭和４５年～５５年

５． 昭和５６年～６３年

６． 平成元年～平成１２年

７． 平成１３年以降

８． わからない

問１４ １． 生まれたときから現在地（土地）に住んでいる

現在の住宅にお住まいに ２． 佐倉市内（地区名　　　　　　　　　　　　　）

なる前はどちらにお住まい ３． 千葉県内の他の市町村

でしたか。 ４． 東京都

５． 東京都以外の関東６県

６． 上記以外の都道府県

回　　　答　　　欄
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お住まいや周辺環境の評価についてお伺いします。

問１５．お住まいについて、評価をそれぞれ１つ選んで○をつけてください。

満足 やや満足 やや不満 不満

１ ２ ３ ４

（１） 現在の住まいに満足ですか １ ２ ３ ４

（２） 住宅の広さ １ ２ ３ ４

（３） 住宅の間取り １ ２ ３ ４

（４） 収納の多さ、使いやすさ １ ２ ３ ４

（５） 台所、トイレ、浴室等の使いやすさ、広さ １ ２ ３ ４

（６） 駐車場の広さ、使いやすさ １ ２ ３ ４

（７） 災害、火災時の住宅の安全性 １ ２ ３ ４

（８） 敷地の広さや日当たり １ ２ ３ ４

（９） 住宅の防犯性 １ ２ ３ ４

（１０） 住宅のいたみの少なさ １ ２ ３ ４

（１１） 住宅の維持、管理のしやすさ １ ２ ３ ４

（１２） 住宅の断熱性や気密性 １ ２ ３ ４

（１３） 高齢者への配慮（段差、手すりなど） １ ２ ３ ４

（１４） 換気性能（臭気や煙等の換気） １ ２ ３ ４

（１５） 居間など主な居住室の採光（明るさ） １ ２ ３ ４

（１６） 外部の騒音などに対する遮音性 １ ２ ３ ４

問１６．お住まいの周辺環境について評価をそれぞれ１つ選んで○をつけてください。

満足 やや満足 やや不満 不満

（１７） 身の回りの環境について満足ですか １ ２ ３ ４

（１８） 火災・地震・水害・がけ崩れに対する安全 １ ２ ３ ４

（１９） 敷地やその周辺のバリアフリー化 １ ２ ３ ４

（２０） 周辺の道路の歩行時の安全 １ ２ ３ ４

（２１） 治安、犯罪発生の状況 １ ２ ３ ４

（２２） 大気汚染などの少なさ １ ２ ３ ４

（２３） 通勤・通学などの利便性 １ ２ ３ ４

（２４） 日常の買い物の利便性 １ ２ ３ ４

（２５） 文化施設等の利便性 １ ２ ３ ４

（２６） 医療、福祉施設等の利便性 １ ２ ３ ４

（２７） 子どもの遊び場、公園など １ ２ ３ ４

（２８） 運動やスポーツなどをすることができる場所 １ ２ ３ ４

（２９） 緑や水辺などの自然環境 １ ２ ３ ４

（３０） まちなみ、景観 １ ２ ３ ４

（３１） 近隣住民等との交流 １ ２ ３ ４

（３２） 福祉、介護等の生活支援サービス １ ２ ３ ４

以上の住まいと周辺環境を総合したの満足度 １ ２ ３ ４

記入例（満足の場合）住宅の広さ

項　　　　　目

項　　　　　目
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お住まいについてお伺いします。

質　　問

問１７ １． 生まれたときから現在地（土地）に住んでいる

佐倉市に住むことに決めた ２． 通勤・通学に便利

一番の理由は何ですか。 ３． 自然環境の豊かさが気に入った

４． 歴史や風土、住民性が気に入った

５． 親族、友人がいる

６． 手ごろな価格で気に入った住宅があったから

７． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問１８ １． 一戸建、長屋建の持ち家（住宅専用）

現在の住宅に住み替える ２． 店舗併用の一戸建、長屋建の持ち家

前のお住まいはどれですか。 ３． 分譲マンション

４． 戸建、長屋建の借家

５． 民営の共同住宅の借家

６． 給与住宅（社宅、寮、官舎等）

７． 都市機構や公社の賃貸住宅

８． 公営住宅

９． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問１９（１） １． 今の土地（場所）に一生住み続けたい

現在のお住まいに住み続け ２． しばらく住むがいずれ転居したい

たいですか。 ３． すぐに転居したい

４． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問１９（２） １． 通勤・通学に便利な場所に住みたい

（１）で２．３．と回答した方に ２． 自然環境の豊かな場所に住みたい

お聞きします。 ３． 近隣住民とトラブルがある

転居したい一番の理由は何 ４． 家を買い換えたい（大きい家、小さい家）

ですか ５． 親の住む実家に戻る

６． 家賃が高い

７． 家を購入したい

８． その他自由意見（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問２０ １． 住宅の性能や一般的な価格がわからない

リフォーム、借家、購入、売 ２． リフォーム等で安心して頼める業者がわからない

却等で困ったことがあります ３． 借家を申し込む際、理由はわからないが入居を断られた

か。あてはまるものに○をつ ４． 希望する広さの住宅がない（大きすぎる、小さすぎる）

けてください。（複数回答可） ５． 希望する価格の住宅がない（高すぎる、安すぎる）

６． 希望する場所に貸家がない

※４，５には（　　）内に○をつ ７． 持ち家の売却に困った

けてください ８． 貸した家に関してトラブルがあった

９． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問２１　近所の方との交流に １． 町内会、自治会等に加入している

　　ついて ２． 町内会、自治会等に加入していない

（１）住民自治組織について ３． 住んでいる地域に町内会、自治会等がない

お伺いします。 ４． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

回　　　答　　　欄
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地域の交流活動、耐震についてお伺いします。

質　　問

１． 暮らしや環境を良くするために重要であり積極的に参加している

（２）地域の交流活動（自治 ２． 暮らしや環境を良くするために重要であるが参加出来ていない

会、環境美化活動、防災活 ３． 暮らしや環境を良くするために重要であるがあまり参加したくない

動等）の意味について ４． あまり重要だとは思わないが付き合いで参加している

お考えをおうかがいします。 ５． あまり重要だとは思わないので参加していない

あてはまるもの１つに○をつ ６． よくわからない

けてください。 ７． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１． 近隣にいる

（３）震災等が起きた場合、助 ２． 佐倉市内にいる

け合える人はいますか。 ３． 県内にいる

４． いない

問２２ １． 高齢者（増えた、変わらない、減った）

以前と比べ近隣で変化が見 ２． 子ども（増えた、変わらない、減った）

られるかどうかお伺いします。 ３． 近所づきあい（増えた、変わらない、減った）

(　)内に○をつけてください。 ４． 商店（増えた、変わらない、減った）

５． 新築（増えた、変わらない、減った）

６． リフォームや増築（増えた、変わらない、減った）

７． 空き家（増えた、変わらない、減った）

問２３ １． 景観・風景の悪化

近隣で空家が増えた（もしく ２． 防災・防犯機能の低下

は増えたと仮定した）とき、起 ３． ゴミの不法投棄の誘発

りそうな問題は何ですか。 ４． 老朽化した空家建物の倒壊などの危険性

一つに○をつけてください。 ５． 土地価格の下落

６． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問２４ １． 借家や共同住宅なのでわからない

現在のお住まいの耐震診断、 ２． 耐震診断の予定

耐震補強、火災対策や省エ （診断済み、不明・予定なし、予定あり）

ネ対策についてどのようにお ３． 耐震補強の予定

　　考えですか。 (改修済み、不明・予定なし、予定あり）

(　)内に○をつけてください。 ４． 煙感知器の設置などの火災対策

(設置済み、不明・予定なし、予定あり）

５． 省エネ対策の予定

(対策済み、不明・予定なし、予定あり）

問２５ １． 耐震診断・補強に関する情報

耐震診断や補強を行うため ２． 耐震診断・補強を行ってくれる業者の情報

に特に必要（市が行うべきこ ３． 耐震診断・補強の概算費用に関する情報

と）だと思われることはなんで ４． 耐震補強に伴う仮住まい等の支援

すか。 ５． 耐震診断・補強の費用に対する助成・補助金等

１つに○をつけてください。 ６． 耐震補強とあわせて行うリフォームに関する支援

７． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

回　　　答　　　欄
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より良い住宅や周辺の環境づくりのために必要なことについてお伺いします。

質　　問

問２６　 １． 住宅の広さや間取り

お住まいの地域の子育て環 ２． 住宅及び周辺地域の防犯性

境についてどれが重要だと ３． 安全性や遮音性などの居住性能

思いますか。 ４． 子どもの遊び場や公園等

５． 歩道など交通設備の安全性

大切だと思うものにすべてに １． 託児所・保育所などの近さや便利さ

○をつけてください。 ２． 幼稚園・学校までの近さや便利さ

３． 医療機関までの近さや便利さ

４． 自然環境の豊かさ

５． 親や親戚の住宅との距離

６． 子育てしやすい労働環境

７． 近隣との交流

８． 子育て支援サービス

その他自由意見（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問２７ １． 手すりや段差が少ないなどバリアフリー環境の整備

お住まいの地域の高齢者 ２． 火災、地震、水害などに対する安全性

の住環境についてどれが ３． 歩道など安全性などの交通環境の整備

重要だと思いますか。 ４． 住宅及び周辺地域の防犯性

５． 日常の買い物をするお店などへの近さや便利さ

大切だと思うものにすべてに ６． 文化施設などへの近さや便利さ

○をつけてください。 ７． 医療、福祉施設などへの近さや便利さ

１． 自然環境の豊かさ

２． 住居費（持ち家の維持管理費や家賃）への負担が少ないこと

３． 高齢の低所得者に対する仕事の紹介や支援

４． 買い物や庭の手入れなどの生活サービス

５． 近隣との交流

その他自由意見（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問２８ １． 住宅の新築・改修の情報提供

あなたが佐倉市に住み続け ２． 持ち家中古住宅の売買や解体等の情報提供

る上で、住まいに関して必要 ３． 持ち家を担保とする老後の生活資金確保に関する情報提供

だと感じる施策は何ですか。 ４． 様々な価格帯の賃貸住宅の情報提供

５． 市街化調整区域（田園地帯）の持ち家の空家の賃貸情報

大切だと思うものにすべてに ６． 生活困窮者のための賃貸情報

○をつけてください。 １． 分譲マンションの維持管理・建替支援

２． 耐震診断・耐震改修の促進支援

３． 空家を利活用するための仕組みづくり

４． 高齢者向け賃貸住宅の建設促進支援

１． ライフサイクルに合わせた住み替えの仕組みづくり

２． 賃貸住宅を借りる際の保証人が不要となる仕組みづくり

３． 持ち家の空家対策（不動産市場の整備）

４． 賃貸住宅の空家対策

５． 外国籍の方が住みやすい仕組みづくり

６． 若年層の定住促進のための仕組みづくり

その他自由意見（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

回　　　答　　　欄
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質　　問

問２９ １． 憩いの場や災害時の避難所としての公園や緑地の整備・確保

市が行うお住まい周辺の環 ２． 災害時の輸送道路の整備、通行の確保

境に関する施策として、重要 ３． 宅地周辺のまちなみの緑化推進・景観の整備

だと思うものはどれですか。 ４． 田園風景などの自然環境の保全

５． 市街化区域の空き地を利用した緑化推進

大切だと思うものにすべてに ６． 地区計画・景観条例の推進

○をつけてください。 １． 賃貸農園の仲介制度

２． 庭造り等の際に出る廃土の適正処理を推進する仕組み

３． ホームドクター紹介等の医療環境の充実

４． 買い物や庭の手入れなどの生活サービスの供給促進

５． 子育て支援サービスの充実

６． 住環境向上に関する市民の意見交換の仕組みの整備

その他自由意見（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　問３０ １． 子育て

　暮らしについて、公共などか ２． 高齢者の介護

　らのサービスがあったら良い ３． 買い物などのお出かけのサポート

と思うものはどれですか。 ４． 市内での働き場所の紹介

５． 定年後の再就職

１つに○をつけてください。 ６． 子どもの見守り

７． その他自由意見（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

これからの佐倉市の住環境について、ご意見ご要望がありましたら、お聞かせください

回　　　答　　　欄
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７　空家の状況把握

地区代表者等アンケート調査結果

１．調査対象区域

　　佐倉市全域

２．調査対象者

地区代表者名簿に記載されている代表者等

３．調査対象者数

２６６名

４．抽出方法

地区代表者名簿に記載されている２５１団体の代表者及びその郵便物の

送付先１５名

５．配布・回収方法

　郵送配布・郵送回収による郵送調査

６．調査時期

　平成２５年９月～平成２５年１０月

７．回答数

２３１部

８．回答率

約８６．８％
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自治会アンケート回収結果（速報）

住宅地が中心という回答が７５％と非常に多く、商業施設が近接や工場施設が近接という回答は少なかった。

約７２％で「はい」という回答があり、多くの団体の地域に空き家があることがわかった。

転居という回答が約４１％と最も多かった。また、問題と考えられる廃屋という回答が約１８％とあった。

１　貴団体周辺の地域の特徴についてお答え下さい。（複数回答可）

２－１　貴団体内に空き家がありますか。

２－３　「はい」と回答した場合は、その空き家の状況について、以下の中から選択下さい。（複数回答可）

75%

13%

3%

26%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

住宅地が中心

商業施設が近接

工場施設が近接

田畑・山林が多い

(n=271)

はい
72%

いいえ
18%

把握していない

10%
無回答

0%

(n=231)

18%

27%

41%

31%

18%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

廃屋

売家

転居

不明

その他 (n=311)
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苦情を受けたことがあるとの回答が約３０％あり、空き家の苦情が自治会等の団体にいくことがあると

いうことがわかった。

回答が多かったのは庭の手入れ不足（約２６％）と火災の不安・発生（約１７％）だった

取り組みを実施している（していた）と回答したとの回答が約２１％だった。

２－４　これまでに、空き家について住民より苦情をうけたことがありますか。

２－５　「はい」と回答した場合は、具体的な苦情の内容を以下の中から選択して下さい。（複数回答可）

３－１　空き家に対して、何らかの取組みを実施されていますか。実施している（していた）

　場合、その内容についてもご記入下さい。

はい
30%

いいえ
65%

無回答

5%

(n=231)

26%

7%

13%

17%

15%

10%

4%

0% 10% 20% 30%

空き家の庭の手入れ不足

空き家へのごみの放置

周辺景観の悪化

火災の不安・発生

防犯面での不安（見知らぬ人の出入り等）

老朽化による倒壊の危険

その他

(ｎ=214)

実施している

（していた）21%

実施していない
72%

無回答

7%

(n=231)
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家屋所有者との連絡との回答が約１５％でもっとも多かった。

最も回答が多かったのは他人の敷地であるため、取り組みができないためだった。また、行政が取り組む

べき課題との回答も約１０％あった。

進んでいるとの回答は約１０％にとどまり、あまり進んでいない（約３５％）・まったく進んでいない（約１１％）

という結果となった。また良く分からないという回答も約３８％と多かった。

３－２　「実施している」と回答した場合は、取組みの内容を以下の中から選択して下さい。（複数回答可）

３－３　「実施していない」と回答した場合は、実施していない理由をお答え下さい。（複数回答可）

４－１　住宅の耐震化についてお答え下さい。

15%

8%

1%

7%

0% 10% 20%

家屋所有者との連絡

敷地内の手入れ（ゴミ清掃、庭の手入れ）

空き家の紹介・あっせん

その他

(n=70)

36%

10%

22%

20%

13%

0% 10% 20% 30% 40%

他人の敷地であるため、取組ができないため

行政が取り組むべき課題であるため

周辺環境等に及ぼす影響が小さいため

自治会内に空き家がない（存在を把握していない）

ため

その他
(n=236)

進んでいる
10%

あまり進んで

いない

35％

まったく進んでいな

い

11%

良く分らない
38%

無回答
6%

(n=231)
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積極的に協力する（約３８％）、調査内容によっては協力する（約５９％）と協力をいただける団体が非常に

多いことがわかった。

５－１　今後も本市が実施する空き家調査にご協力頂けますか。

積極的に協力

する
38%

調査内容に

よっては協力

する

59％

協力しない

0%
無回答

3%

(n=231)
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【佐倉市】空き家等の状況把握に関するアンケート調査票                 要返信  

○○○○○○様  
 

【設問 1】貴団体周辺の地域の特徴についてお答え下さい。（複数回答可） 

①住宅地が中心  ②商業施設が近接  ③工場施設が近接  ④田畑・山林が多い  
 
【設問 2】貴団体内における空き家の状況についてお答え下さい。 

（2-1）貴団体内に空き家がありますか。 

 ①はい （ → 2-2、2-3 にご回答下さい） 
 ②いいえ（ → 2-4 にお進みください） 
 ③把握していない（ → 2-4 にお進みください） 
 
（2-2）（2-1）で「はい」と回答した場合は、貴団体内に存在する空き家の軒

数について、おおよその数を（ ）内にご記入下さい。 

 軒数（        ）軒 （回答例：約 10 軒、約 20～30 軒） 

 
（2-3）（2-1）で「はい」と回答した場合は、その空き家の状況について、以

下の中から選択下さい。 

（複数回答可） 

 ①廃屋    ②売家      ③転居       ④不明 
 ⑤その他（                     ） 
 
（2-4）これまでに、空き家について住民より苦情をうけたことがありますか。 

 ①はい （ → 2-5 にご回答下さい） 
 ②いいえ（ → 【設問 3】にお進みください） 
 
（2-5）（2-4）で「はい」と回答した場合は、具体的な苦情の内容を以下の中

から選択して下さい。 

（複数回答可） 

 ①空き家の庭の手入れ不足 
 ②空き家へのごみの放置 

③周辺景観の悪化 
 ④火災の不安・発生 
 ⑤防犯面での不安（見知らぬ人の出入り等） 
 ⑥老朽化による倒壊の危険 
 ⑦その他（                     ）
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【佐倉市】空き家等の状況把握に関するアンケート調査票                 要返信  

【設問 3】空き家に対する取組み状況についてお答え下さい。 
（3-1）空き家に対して、何らかの取組みを実施されていますか。実施してい

る（していた）場合、その内容についてもご記入下さい。 
 ①実施している（していた） （ → 3-2 にご回答ください） 
 ②実施していない  （ → 3-3 にご回答ください） 
 取組み内容：                       
 
（3-2）（3-1）で「実施している」と回答した場合は、取組みの内容を以下の

中から選択して下さい。（複数回答可） 

 ①家屋所有者との連絡   ②敷地内の手入れ（ゴミ清掃、庭の手入れ） 
 ③空き家の紹介・あっせん ④その他 
 
（3-3）（3-1）で「実施していない」と回答した場合は、実施していない理由

をお答え下さい。 

（複数回答可） 

 ①他人の敷地であるため、取組ができないため 
 ②行政が取り組むべき課題であるため 
 ③周辺環境等に及ぼす影響が小さいため 
 ④自治会内に空き家がない（存在を把握していない）ため 
 ⑤その他（                     ） 
 
【設問 4】住宅の耐震化についてお答え下さい。 

   平成 20 年度の、本市内における建物の推定耐震化率は約 70～80%でし

た。以降、貴団体内の建物について、耐震補強や建替えなどの耐震化

は進んでいるとお考えですか。 

 ①進んでいる       ②あまり進んでいない 
 ③全く進んでいない ④良く分からない 
 

【設問 5】今後も本市が実施する空き家調査にご協力頂けますか。 
   ①積極的に協力する  ②調査内容によっては協力する   ③協力しない 
 

【設問 6】自由意見をお書き下さい。 

地域の空き家等について、ご意見等がございましたらご自由にお書き下さい。 

 

 

以上でアンケートは終了です。ご協力いただきありがとうございました。 
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調査の概要

調査の結果

居宅 居宅以外 調査種別

佐倉地区 14653 8222 1105 1422 3904 148 2

臼井地区 14741 9473 747 1003 3518 104 4

志津地区 29162 19080 1496 1809 6777 46 6

根郷地区 13462 7120 715 2281 3346 45 0

和田地区 3015 643 142 731 1499 31 5

弥富地区 3135 575 131 789 1640 33 4

千代田地区 6006 3372 204 594 1836 10 0

合　　　計
84174 48485 4540 8629 22520 417 21

住基データ及び課税データの突合による空家調査の結果

居宅以外
建物棟数

空き家判定
空き家候補

家屋属性
なし

大字名称 家屋棟数
現住家
屋棟数

  佐倉市の住民基本台帳のデータ及び固定資産税の算定に使用する課税
データ（家屋）の突合により、課税データが地番に住民票が置かれてい
ない場合、空き家候補とする調査を行った。

　課税データ（家屋）約８４０００件のうち、属性が家屋となっている
ものが約５３０００件あり、住基データと突合したところ約４８０００
件が突合、約４５００件が不突合となった。
　不突合となった物件が空き家の可能性がある物件と考えられる。
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８ 地域意見交換会 

 
佐倉市住生活基本計画策定検討委員会において検討された要旨を整理した「意見

集約版」を基に、地域の住民に対して佐倉市住生活基本計画の理解を深めていただ

くとともに、佐倉市の住生活についてどのように考え、どのようなニーズがあるの

かを確認するため、会場を４地域に分け地域意見交換会を開催いたしました。 

皆さまからいただきましたご提案・ご意見につきましては計画に反映すべき課題

の参考として捉えさせていただきました。 
 

 

 

【佐倉市住生活基本計画地域意見交換会】 

 

○平成 25 年 5 月 11 日(土) 佐倉市役所        (佐倉・根郷地区向け) 

 

○平成 25 年 5 月 18 日(土) 弥冨公民館        (和田・弥富地区向け) 

 

○平成 25 年 5 月 25 日(土) 志津コミュニティセンター (志津地区向け) 

 

○平成 25 年 6 月 1 日(土)   臼井公民館        (臼井・千代田地区) 
 

 

 

【主な提案や意見】 

 

・公共交通機関などの交通問題 

 

・自治会組織の高齢化や地域間コミュニティの課題 

 

・既存商店街の活性化 

 

・京成佐倉駅周辺の活性化 

 

・南部地区の交通弱者に対する課題 

 

・通学路の安全性の問題 

 

・空き家増加に対する課題 

 

・少子化に対する課題 

 

・気軽に運動できる広場が少ない 

 

・子どもの遊び場が少ない 
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◎グループワークでの意見・提案 
 ※検討委員会意見集約版の基本方針ごとに整理しています。 

 

〔豊かなコミュニティづくり〕 
 京成佐倉駅前に地域包括支援センターがあり便利。近所は気軽に利用している。 

 歴史遺産が多い。 

 音楽ホールの活動は良い。 

 自治会会員の高齢化が進んでいる。現在の様に市の仕事や社協の仕事をしてい

ると崩壊するかもしれない。 

 男性が地域で集まる場があると良い。 

 近所づきあいが少ない。 

 シルバー人材センターは便利である。 

 佐倉市の教養関連の講座は充実している。 

 京成電鉄のダイヤが不自由。 

 駅から遠い所(特に南部地域)は病院へのアクセスが悪い。 

 買い物難民化が切実(特に和田・弥富地区)。 

 小さな商店や専門店がどんどん無くなる。 

 都心への交通が不便。 

 岩名運動公園は整備されているがアクセスが悪い。 

 市内全部の無電柱化。 

 広く浅い関係ではなく個と個が深くつながると支え合う安心な暮らしが出来

る。 

 NPO の市民活動は盛んである。 

 都心や成田空港からのアクセスが良い。 

 気軽に入りくつろげるカフェやレストランがない。 

 年に一度だが同じ班 14 軒で新年の集まりをする(貴重な情報交換の場になる)。 

 ボランティア活動が盛ん。 

 中志津地区住民の一体感が素晴らしい。 

 バス交通網一考。 

 文化施設が多い。 

 文化的活動が多くて良い。 

 新・旧住民の融合が強まった。 

 地域間交流が少なくて残念。 

 土・日は商店街の店が休みが多い。 

 町内にアパートが増えて町内のつながりが悪くなってきた。 

 ボランティア活動が盛ん。 

 地域ごとのキャラクターがあって良い。 

 お蕎麦がおいしい。 

 佐倉地区は外食店が少ない。 

 

佐倉・根郷地区 
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〔良好な居住環境づくり〕 
 佐倉の花関連のイベントが素晴らしい。 

 街並みが美しい。 

 近くに美しい公園がある。 

 斜面が開発されすぎ。 

 佐倉の公園は比較的良く整備されているが、利用率が低いことに問題がある。 

 古い家なみが美しい。 

 佐倉地区は静かで良い。 

 町なかに緑が多くて美しい。 

 自然が美しい。 

 新町の地下電線化の PR が必要。 

 沼があって良い。 

 風景が多様。 

 地区ごとにスポーツ施設や広場がない。 

 

〔住宅市場の活用〕 
 市内移住。 

 

〔佐倉創造戦略づくり〕 
 子世代が戻ってこない住宅地は淋しい。 

 空き家、空き店舗が増えている。 

 商店街はシャッター通り。 

 大型バスが停められる駐車場。 

 空き店舗の活用(シェアオフィスなど)。 

 印旛沼とサンセットヒルズなどがつながっていないのが残念。 

 ふるさと広場と草ぶえの丘とサンセットヒルズの連携。 

 人口年代構成を変える(若返り)策の具体化と強力推進。 

 駅から美術館へ行く坂道にある商店街の活性化具体策と協力推進。 

 佐倉マラソンの参加者増と 2 日間開催を。 

 京成佐倉駅前が少々わびしい。 

 昼間の人通りが少ない。 

 空き家対策の地域別具体案。 

 空き家が増し、夜は物騒である。 

 佐倉図書館の拡充または廃止(中途半端)。 

 武家屋敷堀田邸への道順を PR(看板表示など)。 

 自転車ロードがもっとほしい。 

 新町のひな祭り行事の PR と維持を。 

 花火大会の人の流れを改善。 

 四季おりおりの祭りがあって良い。 

 秋祭り、時代まつりにもっと人を呼び込む方策。 

 ふるさと広場へのアクセス改善。 

 歴博の恩恵が薄い。 
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◎グループワークでの意見・提案 
 ※検討委員会意見集約版の基本方針ごとに整理しています。 

 

〔豊かなコミュニティづくり〕 
 老人間のコミュニケーションの場が少ない。 

 地区社協の仕事は素晴らしい。 

 古い習慣や文化がどんどん無くなっていく。 

 通学路が整備されていない。 

 和田地区での買い物がコンビニだけに。 

 灯油が和田で買えない。 

 デマンド交通 1 台になって予約がかち合う。 

 デマンド交通の運行。 

 交通網(バス)の不整合。 

 佐倉市街に出る道が 1 本しかない。 

 市街地に行くより他市町村の方が早い。 

 買い物は車がないと無理。 

 高速のインターが近くて良い。 

 

〔良質な住まいづくり〕 
 建築の補助制度がよく知らされていない。 

 

〔良好な居住環境づくり〕 
 静かで住みやすい。 

 竹林の除去。 

 緑が多い。 

 里山の風景を守りたい。 

 農道が通勤路になってしまった。 

 道路へのゴミに困っている。 

 学童の歩道がなく危険。 

 老人のケアビジネスの施設が多くなった。 

 道路が狭い。 

 子育て支援施策が充実。 

 子どもの遊び場が無くなった(遊具の撤去)。 

 少人数認定校制度が良い。 

 緑が多い。 

 源氏ホタルが出る。 

 西御門のバスロータリーの景観 

 木造の旧弥富小校舎の活用が倉庫とは残念。 

 馬渡旧街道が良い(旭鶴酒蔵のランドマークも良い)。 

 道幅が狭い。 

和田・弥富地区 
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 舗装が悪い。 

 最近、ダンプの往来が激しい。 

 子どもの遊び場が少ない。 

 

〔住宅市場の活用〕 
 古民家ネットワーク。 

 就農者(若者)支援 

 田舎の住宅のアメニティ向上のためには・・。 

 不動産屋の活用。 

 

〔佐倉創造戦略づくり〕 
 10 年後の農業地帯の姿を思うと気が重い。 

 田舎の良さを分かる女性がいるといい。 

 結婚できない若者が多くなった(農業の後継者)。 

 老人が多くなった。 

 工業団地へ企業誘致。 

 杉の活用策はないですか？ 

 遊休農地の活用。 

 農地が荒廃してきている。 

 佐倉市のイメージがない。 

 何か収容力のある特色がない。 

 アウトレットの客を取り込む方策は？ 

 地場産業がない。 

 新しい住民が増えなくマンネリした状況。 

 住宅特区の規制をもう少し緩く。 

 子ども(小学生)が少なく活気が無い。 
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◎グループワークでの意見・提案 
 ※検討委員会意見集約版の基本方針ごとに整理しています。 

 

〔豊かなコミュニティづくり〕 
 移送サービスの充実。 

 子育て支援策が良い。 

 子ども達にも自然エネルギーとの関わりを多くする工夫・政策。 

 小学生の登下校をスクールガードボランティアが守ってくれている。 

 スクールガードボランティアが毎日ではない。 

 自治会の役員のなり手がいない(高齢化)。 

 自治会活動に 30～40 才代の男性の参加がほしい。 

 隣り近所とは挨拶はするが、対話がほとんどない。 

 深夜バスを終電まで走らせて。 

 自治会活動が活発。 

 佐倉ガバメント 2.0 を作りたい。 

 7 丁目は年寄クラブが多くて楽しい(ゆりの木、七人の会、歩く会)。 

 お年寄りの方が心配です(健康問題、交通手段)。 

 バスの便数、路線を増やして。 

 いきいきサロンを始めたいと思います。 

 長く住んでいるわりに人付き合いが少ない。 

 近所とのコミティションについて。 

 病気に対する相互の監視体制が出来ていない。 

 おしゃれなレストランが少ない。 

 民間スポーツジムはもう少しあってもいいのでは。 

 テニスや剣道など出来る場がない(野球場、剣道場、テニスコート)。 

 中志津住民の結束力が良い。 

 

〔良質な住まいづくり〕 
 自然エネルギーの有効利用を図る工夫をした家を進め政策化。 

 ペアガラスだが結露が多い。 

 太陽熱温水器、太陽光の利用を。 

 電気、ガス等の光熱費の節減策。 

 CO2 排出量の節減。 

 水道の節約。 

 エアコンがききにくい。 

 エアコン不使用(天窓熱対策、夏の家内気流利用)。 

 雨水貯留による水の有効利用 

 住宅エコポイント制度をもう一度。 

 ゴキブリが出てくるようになった。 

 家の庭の段差が気になる。 

志津地区 
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 昔の家のため熱効率が悪く、リビング(15 畳位)を快適に保つためにはお金が

かかる。 

 正しい情報提供する職能集団。 

 

〔良好な居住環境づくり〕 
 防災さくらが聞こえにくい。 

 近くに傾いている電柱がある。 

 地震計を設置していただきたい。 

 3.11 地震後、水が濁った(赤ちゃんのいる家庭は困っていた)。 

 染井野グリーンベルト樹木遊歩道。 

 冬の名物イルミネーションを復活してほしい。 

 城跡が多い。 

 散歩道が多い。 

 緑が多い。 

 竹林が多く除去すべき。 

 佐倉は自然が多いので大切にして楽しむ場所にすべき。 

 道路が狭い城下町。 

 道路の歩道少ない。 

 電灯がおかしい(昼間に点灯、夜に消灯)。 

 染井野エリアの制限速度を標示してほしい。 

 公園に舞台がほしい(コンサート、祭りに使用)。 

 七井戸公園内の池が年々緑の藻が増える。 

 公園を自然体験が出来るように整備してほしい。 

 住宅の景観が悪い。 

 七井戸公園に以前のように水を流してほしい。 

 南集会所の階段。 

 車のスピード抑制。 

 遊び場(大人、子ども)不足。 

 子育てに安全でない道路。 

 

〔住宅市場の活用〕 
 空き家の増加。 

 ライフスタイル(家族の形態)の変化に対応できない。 

 

〔佐倉創造戦略づくり〕 
 子どもが家をつがなく困っている。 

 商店街に駄菓子屋がほしい。 

 商店街に子どもが少ない。 

 商店街に活気がない。 

 商店街に大人の社交場(バーなど)がほしい。 

 耕作放棄地が多い(荒れ放題)。 

 区内で共同で使える駐車場がほしい。 

 子どもの数が減り小学校が寂しい。 

 子どもが少なく活気がない。 
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 ふるさと広場に施設がほしい。 

 京成佐倉駅前の商店街はシャッター通り。 

 中志津商店の空き店舗が増えた。 

 元ローソン(染井野)が空き家になっている。 

 佐倉の玄関口の JR 佐倉駅の周辺は寂れている。 
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◎グループワークでの意見・提案 
 ※検討委員会意見集約版の基本方針ごとに整理しています。 

 

〔豊かなコミュニティづくり〕 
 サロン(集まる場所)がほしい。 

 独居高齢者の把握はどうしているか？ 

 民生委員の活動が分からない。 

 スクールガードボランティアの拡充。 

 子どもの応援。 

 新しいふるさとづくり(地域の結びつき、次代の定着)。 

 子ども会でのコミュニティ。 

 住民間相互のコミュニティが出来ていない。 

 はっちまんバスの経路変更をしてほしい。 

 買い物が不便。 

 女性の活動化。 

 町内会の官僚化問題を解決。 

 主婦のパワーを活用。 

 人と人の壁をどう破るのかが課題。 

 コミュニティはなくても生活できてる実態(住んでいることだけで良い)。 

 

〔良好な居住環境づくり〕 
 静かで住みやすい。 

 道路沿いの景観をどうするかがポイント。 

 変わってほしくない。 

 インフラ整備(道路)が必要。 

 

〔住宅市場の活用〕 
 昔は一戸建て、今は高層＋低層のまちづくり。 

 空き家対策が急務。 

 空き家が多い。 

 空き家が増えつつある(居住区の再生)。 

 

〔佐倉創造戦略づくり〕 
 高齢者が多い。 

 子どもの貧困の連鎖防止。 

 母子家庭の応援。 

 若人が入居しやすい特典があるといい。 

 若い人が少ない。 

 子どもがいない。 

 道路網、鉄道延伸、バス網の将来。 

臼井・千代田地区 

153



 京成電鉄との協働事業(立案、実行)。 

 都心回帰の動きは回避できない。 

 幅広い住民の声を聴きだす仕組み(広報活動)。 
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９ 佐倉市住生活基本計画策定の経緯 

年月日 
住生活基本計画策定 

検討委員会 

住生活基本計画策定 

庁内検討会 
その他 

平成 24 年 1 月 26 日 
 

第１回会議開催   

平成 24 年 3 月 26 日 
  

検討委員会設置要綱の制定 

平成 24 年 7 月 3 日 第１回会議開催 
 

  

平成 24 年 8 月 2 日 第２回会議開催 
 

  

平成 24 年 8 月 29 日 第３回会議開催 
 

  

平成 24 年 9 月～ 
  

住民アンケート調査の実施 

平成 24 年 10 月 31 日 第４回会議開催 
 

  

平成 24 年 11 月 19 日 
 

第２回会議開催 
 

平成 24 年 11 月 21 日 第５回会議開催 
 

  

平成 24 年 12 月 19 日 第６回会議開催 
 

  

平成 25 年 2 月 21 日 第７回会議開催 
 

  

平成 25 年 3 月 27 日 第８回会議開催 
 

  

平成 25 年 4 月 15 日 
 

第３回会議開催   

平成 25 年 5 月 2 日 第９回会議開催 
  

平成 25 年 5 月 11 日 
  

地域意見交換会 （佐倉・根郷地区） 

平成 25 年 5 月 18 日 
  

地域意見交換会 （和田・弥富地区） 

平成 25 年 5 月 25 日 
  

地域意見交換会 （志津地区） 

平成 25 年 6 月 1 日 
  

地域意見交換会  （臼井・千代田地区） 

平成 25 年 6 月～   庁内各部と協議 

平成 25 年 11 月 21 日 第１０回会議開催 
 

  

平成 25 年 12 月 19 日 第１１回会議開催 
 

  

平成 25 年 12 月 26 日 
第１２回会議開催 

市長へ提言書を提出  
  

平成 26 年 1 月 10 日 
 

第４回会議開催   

平成 26 年 2 月 12 日   政策調整会議 

平成 26 年 3 月  日 

 
  

素案のパブリックコメントの実施 

( 月 日～ 月 日) 

155



１０ 佐倉市住生活基本計画策定検討委員会委員 

                                   （敬称略） 

区分 氏  名 役職等 

1 
有 識  

経験者 
委員長 服部 岑生 

NPO 法人ちば地域再生リサーチ理事長 

千葉大学名誉教授  放送大学教授(客員) 

2 市 民 副委員長 坂口 嘉一 公募 

3 
有 識  

経験者 
委員 浅野 訓子 佐倉市市民協働推進委員会 副委員長 

4 
有 識  

経験者 
委員 佐藤喜美子 民生委員・児童委員 

5 
有 識  

経験者 
委員 小野寺 登 社団法人千葉県建築士会佐倉支部 会員 

6 
有 識  

経験者 
委員 麻生  孝 

千葉県県土整備部 

住宅課副課長兼住宅政策室長 

7 
有 識  

経験者 
委員 横山 英実 

社会福祉法人 啓示福祉会 理事長 

みくに保育園 園長 

佐倉市立保育園長会会長 

8 市 民 委員 友 崎  彰 公募 
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佐倉市住生活基本計画策定検討委員会設置要綱 

 

 （設置） 

第１条 本市の住宅政策等の総合的な推進を図るため策定する佐倉市住生活基本計画

（以下「計画」という。）について、専門的かつ幅広い分野からの意見を反映させる

ため、佐倉市住生活基本計画策定検討委員会 （以下「検討委員会」という。）を置

く。 

 

 （所掌事項） 

第２条 検討委員会は、計画策定における次の事項について意見交換を行い、市長へ提

言を行う。 

 （１） 佐倉市の住宅政策課題に関すること。 

 （２） 計画の基本理念と基本目標に関すること。 

 （３） 計画の基本方向に関すること。 

 （４） その他市長が必要と認めること。 

 

 （組織） 

第３条  検討委員会の委員は、８人以内で組織し、別表に掲げる者から市長が委嘱する。 

 

 （任期） 

第４条  委員の任期は、委嘱の日から佐倉市住生活基本計画が公表される日までとする。 

２ 委員が欠けたときの補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

 （委員長及び副委員長） 

第５条 検討委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選により定める。 

２  委員長は、会務を総括し、検討委員会を代表する。 

３  副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

 

 （会議） 

第６条  検討委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、委員長が会

議の議長となる。 

２ 検討委員会は、委員の過半数の出席がなければ会議を開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。 

４ 委員長は、必要と認めるときは、会議に関係者又は関係職員の出席を求め、意見又

は説明を聴くことができる。 
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 （会議の公開） 

第７条 会議は、公開を原則とし、その他会議の公開に関する事項は、佐倉市審議会等

の会議の公開に関する要綱の規定によるものとする。 

 

 （庶務） 

第８条  検討委員会の庶務は、都市部建築指導課において処理する。 

 

 （補則） 

第９条  この要綱に定めるもののほか、検討委員会に関し必要な事項は、委員長が別に

定める。 

 

   附 則（平成２４年３月２６日決裁 ２３佐建第１００２号） 

 （施行期日） 

１ この要綱は、決裁の日から施行する。 

 （この要綱の失効） 

２ この要綱は、佐倉市住生活基本計画が公表された日限り、その効力を失う。 

 

 

 

  別 表 

 

     種 別 人 数 

識見を有すると認めるもの ６名 

公募の市民 ２名 
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